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ピカピカの１年生だピカピカの１年生だねね

～北小学校入学式～北小学校入学式～～
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歩
み
を

振
り
返
り

未
来
へ

大
泉
町
は
、
本
年
３
月
　
日
に

31

昭
和
　
年
の
町
発
足
か
ら

32

　
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

55こ
れ
ま
で
町
政
に

多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
を
始
め
、

多
く
の
ご
来
賓
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、

文
化
む
ら
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

３
月
　
日
に

31

町
発
足
　
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。

55

町

発

足

　

周

年

記

念

式

典

55

「大泉町」の成熟度を高め、誇れる町として、

　　未来を担う次の世代に

受け継いでいかなければならない
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町発足55周年記念式典

　
当
日
は
、
式
典
に
先
立
ち
、

町
内
の
中
学
生
に
よ
る
演
奏
が

行
わ
れ
、
町
発
足
　
周
年
記
念

５５

式
典
が
開
式
さ
れ
ま
し
た
。
町

長
、
議
長
の
挨
拶
後
、
　

人
の

４２

功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
ま
た
、

ご
来
賓
よ
り
ご
祝
辞
も
い
た
だ

き
、
厳
粛
な
中
、
終
了
し
ま
し

た
。

　
町
発
足
　
周
年
記
念
式
典
の

５５

席
上
で
、
町
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
地
方
自
治
・
産
業
・
教

育
文
化
の
振
興
、
民
生
の
安
定

や
住
民
福
祉
の
増
進
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
尽

力
・
貢
献
さ
れ
た
功
労
者
　
人
４２

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
町
功
労
者
（
敬
称
略
）
】

□
町
特
別
職
と
し
て
ご
功
績
の

あ
っ
た
人
　
長
谷
川
　
洋

（
８
区
）
、
大
野
　
弘
（
　
区
）
、

２０

登
坂
利
彦
（
伊
勢
崎
市
）

□
町
議
会
議
員
と
し
て
ご
功
績

の
あ
っ
た
人
　
青
木
　
満

（
　
区
）
、
河
田
敏
勝
（
　
区
）
、

２０

２８

渡
邉
　
明
（
　
区
）
、
森
　
昌

２２

彦
（
　
区
）

１４

□
町
執
行
機
関
の
委
員
と
し
て

ご
功
績
の
あ
っ
た
人
　
岩
瀬

秀
男
（
　
区
）

１９

□
町
付
属
機
関
の
委
員
な
ど
と

　町では、町発足５５周年の記念事

業として、ＮＨＫラジオ第１の番

組「ふるさと自慢うた自慢」の公

開録音を実施します。

　なお、実施予定日は１１月２日晶

で、文化むら大ホールにおいて行

われます。観覧募集などについて

は、決まりしだい、広報おおいず

みや町ホームページでお知らせす

る予定です。

※詳しくは、企画課（内線２１７）へ。

町
発
足
　
周
年
記
念
式
典

５５

町
功
労
者
表
彰

し
て
ご
功
績
の
あ
っ
た
人

　
對
比
地
　
猛
（
　
区
）
、
山
口

１５

武
雄
（
　
区
）
、
野
村
永
雄

２２

（
　
区
）
、
加
藤
弘
治
（
１
区
）
、

１７
青
木
俊
諭
（
　
区
）
、
小
島
岩

２６

雄
（
　
区
）
、
久
保
田
稔
郎

２２

（
　
区
）
、
松
本
　
豊
（
　
区
）
、

２３

１４

大
谷
好
一
（
　
区
）
、
内
田
國

２７

夫
（
　
区
）
、
窓
橋
　
仁
（
　

２７

１０

区
）
、
小
泉
晃
代
（
　
区
）
、

３０

鈴
木
忠
志
（
　
区
）
、
持
田
美

１７

佐
枝
（
　
区
）
、
小
川
　
登

２７

（
　
区
）
、
田
中
　
卓
（
　
区
）
、

３０

２５

森
田
広
志
（
　
区
）
、
蜂
谷
裕

２５

夫
（
　
区
）
、
坂
本
幸
彦
（
　

２７

１３

区
）
、
入
谷
宗
二
（
　
区
）
、

２０

神
田
　
勉
（
　
区
）
、
松
島
富

２９

光
（
　
区
）
、
渡
邉
隆
司
（
　

１６

２８

区
）
、
坂
本
俊
二
（
４
区
）
、

服
部
卓
夫
（
　
区
）
、
中
本
清

１８

美
（
　
区
）
、
八
木
ヒ
ロ
子
（
９

１６

区
）
、
嶋
田
三
枝
子
（
　
区
）
、

１９

早
川
節
子
（
　
区
）
、
窪
田
博

２０

之
（
　
区
）
、
森
　
京
子
（
　

１８

１５

区
）
、
澤
田
石
美
枝
子
（
　２７

区
）
、
菅
野
清
子
（
　
区
）
、

１１

大
竹
多
津
江
（
　
区
）

２６

　
式
典
後
に
は
、
足
利
工
業
大

学
副
学
長
の
 蟹
  江
  好
  弘
 先
生
に

か
に
 
え
 
よ
し
 
ひ
ろ

よ
る
「
大
泉
町
の
都
市
性
を
再

点
検
し
、
将
来
像
を
描
く
～
町

制
施
行
　
年
を
顧
み
て
～
」
と

５５

題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

大
泉
町
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
と

現
在
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
目
指
す
べ
き
将
来
像
に

つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
聴
講
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
先

生
の
示
唆
に
富
ん
だ
講
演
を
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

町内の中学生によ町内の中学生によるる

ブラスバンド演ブラスバンド演奏奏

記
念
講
演

「ふるさと自慢うた自慢」

公開録音

町発足５５周年記念事業

大泉町功労者表大泉町功労者表彰彰

蟹江好弘先生による記念講蟹江好弘先生による記念講演演
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３
月
５
日
か
ら
　
日
に
開
催

１９

さ
れ
た
「
第
１
回
町
議
会
定
例

会
」
で
は
、
次
の
議
案
な
ど
が

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
審
議
さ
れ
た
議
案
な
ど
】

□
町
長
等
の
給
料
の
特
例
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

□
大
泉
町
保
育
料
徴
収
条
例
に

つ
い
て

□
大
泉
町
防
災
会
議
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
□
大
泉
町
災
害
対
策
本
部
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

□
大
泉
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
□
大
泉
町
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
大
泉
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

□
大
泉
町
立
図
書
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
□
大
泉
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
□
大
泉
町
農
業
災
害
対
策
特
別

措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

□
大
泉
町
小
口
資
金
融
資
促
進

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

□
大
泉
町
中
小
企
業
経
営
安
定

資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

□
大
泉
町
町
営
住
宅
管
理
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
一
般
会

２３

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に

つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
国
民
健

２３

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
後
期
高

２３

齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い

て
□
平
成
　
年
度
大
泉
町
介
護
保

２３

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
公
園
墓

２３

地
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
下
水
道

２３

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
一
般
会

２４

計
予
算
に
つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
国
民
健

２４

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
後
期
高

２４

齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
介
護
保

２４

険
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
公
園
墓

２４

地
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

□
平
成
　
年
度
大
泉
町
下
水
道

２４

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
□
平
成
　
年
度
大
泉
町
水
道
事

２４

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

□
医
療
費
助
成
制
度
の
現
物
給

付
に
伴
う
国
庫
負
担
金
減
額

措
置
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

□
東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た

災
害
廃
棄
物
の
撤
去
・
処
理

に
つ
い
て
早
期
実
現
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

□
全
額
国
庫
負
担
に
よ
る
最
低

保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
求

め
る
請
願
（
委
員
会
報
告
）

□
年
金
受
給
資
格
期
間
の
　
年
１０

へ
の
短
縮
を
求
め
る
請
願

（
委
員
会
報
告
）

□
０
・
４
％
の
年
金
引
き
下
げ

を
も
と
に
戻
す
こ
と
を
求
め

る
請
願
（
委
員
会
報
告
）

□
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
反
対
し
、
現
行

保
育
制
度
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願

書
（
継
続
審
査
申
出
）

□
大
泉
町
に
お
け
る
「
し
尿
処

理
清
掃
業
務
」
の
改
善
を
求

め
る
請
願
書
（
継
続
審
査
申

出
）

□
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
に

つ
い
て

※
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局
庶

務
係
へ
。

第
１
回
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

議
会
事
務
局
　
　
内
線
４
１
２
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　平成２３年度大泉町一般会計補正

予算第７号では、歳入歳出予算の総

額からそれぞれ３億５，７００万円を減

額し、予算総額は１２４億３，６００万円

となりました。

【歳入の主なもの】

・町民税　　　 　　１０１，３５０，０００円

・固定資産税　　  △３３，２００，０００円

・保育所運営費負担金（国・県）

１５，４９０，０００円

・障害者介護給付・訓練等給付費負

担金（国・県）　　　３，４０１，０００円

・子ども手当負担金（国・県）

△８７，８４５，０００円

・緊急雇用創出基金事業補助金（県）

△１９，２３４，０００円

・公園墓地事業特別会計繰入金

９，９９９，０００円

・財政調整基金繰入金

△２７９，３５７，０００円

【歳出の主なもの】

・国民健康保険事業特別会計繰出金

（財政支援繰出金）

△５６，７７３，０００円

・介護保険事業特別会計介護給付費

繰出金　　　　  △１４，８２２，０００円

・障害者（児）介護給付事業

１１，８７３，０００円

・福祉医療費扶助事業 ９，１２６，０００円

・子ども手当支給事業

△６６，５９９，０００円

・住宅用太陽光発電システム設置整

備事業費補助金　   １０，８７１，０００円

・道路新設改良事業

△１７，２２９，０００円

・下水道事業特別会計繰出金

△１１，５２３，０００円

・学校管理運営事業（小・中学校）

△１３，１４６，０００円

※詳しくは、財政課財政係（内線

３０９）へ。

予算の補正を

行いました

平成２３年度の

　
町
で
は
、
生
活
環
境
の
改
善

と
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
の

た
め
、
平
成
２
年
度
か
ら
進
め

て
い
る
公
共
下
水
道
事
業
の
認

可
を
拡
大
し
、
事
業
地
の
変
更

を
行
い
ま
し
た
。

　
変
更
後
の
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

□
事
業
期
間
　
平
成
２
年
度
～

　
年
度

２８
□
認
可
区
域
面
積
　
２
８
０
ヘ

ク
タ
ー
ル

□
事
業
地

・
城
之
内
一
、
二
丁
目
の
一
部

・
中
央
二
、
三
丁
目
の
一
部

・
西
小
泉
一
、
二
、
三
、
四
、

五
丁
目
の
全
部
　

・
富
士
二
丁
目
の
一
部

・
富
士
三
丁
目
の
全
部

・
住
吉
の
一
部

・
日
の
出
の
一
部

・
坂
田
二
丁
目
の
全
部

・
坂
田
一
、
三
、
四
、
五
、
七

丁
目
の
一
部

・
大
字
吉
田
字
後
谷
、
野
合
、

西
原
、
本
郷
、
東
谷
、
谷
向

の
一
部

・
仙
石
二
、
三
丁
目
の
一
部

・
朝
日
五
丁
目
の
一
部

【
縦
覧
に
つ
い
て
】

　
こ
の
事
業
に
関
し
て
、
次
の

場
所
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

□
縦
覧
日
時
　
月
～
金
曜
日
　

午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分
（
た
だ
し
、
祝
日
を
除
く
）

１５
□
縦
覧
場
所

・
町
下
水
道
課

・
県
県
土
整
備
部
下
水
環
境
課

（
前
橋
市
大
手
町
１
の
１
の

１
　
緯
０
２
７
・
２
２
６
・

３
６
８
７
）

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
へ
。

町
公
共
下
水
道
都
市
計
画
事
業
認
可
の
変
更

下
水
道
課
　
　
　
内
線
１
６
２

■町公共下水道事業認可区域図

拡大区域
旧認可区域
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■
特
定
健
康
診
査

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
を
対
象
に
、
５
月
か
ら

特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。
特
定
健
康
診
査
対
象
者
に

は
、
事
前
に
通
知
し
ま
す
。

　
特
定
健
康
診
査
は
、
各
医
療

保
険
者
ご
と
に
行
わ
れ
る
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
の
健
診
で
す
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
以
外

の
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人

は
、
現
在
ご
加
入
の
保
険
者
に

実
施
方
法
な
ど
を
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

□
日
時
・
場
所
　
下
表
の
と
お
り

□
対
象
（
年
齢
基
準
日
は
平
成

　

年

３

月
　

日

現

在
）
　

２５

３１

　
～
　
歳
の
国
民
健
康
保
険

４０

６４

に
加
入
し
て
い
る
人
（
　
歳
６５

以
上
の
人
（
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
加
入
者
含
む
）
は
６

月
・
７
月
に
実
施
予
定
）

□
内
容
　
身
体
測
定
、
腹
囲
、

検
尿
、
問
診
、
血
圧
測
定
、

医
師
の
診
察
、
血
液
検
査
（
肝

機
能
・
脂
質
・
血
糖
）
、
選
択

検
査
（
医
師
が
必
要
と
認
め

た
人
は
、
心
電
図
・
眼
底
・

貧
血
検
査
）

特
定
健
康
診
査
・
各
種
け
ん
し
ん
を
実
施
し
ま
す

各
担
当
課

■特定健康診査・各種けんしん日程一覧

骨密度

検診

前立腺
がん
検診

肝炎
ウイルス
検診

結核・
肺がん
検診

わかば
健診

特定
健康
診査

場　所日　時

５月

―○○○○○東部公民館午前８時３０分～１１時
晶２５日

―○○○――城部公民館午後１時３０分～２時３０分

―○○○○○北部公民館午前８時３０分～１１時
捷２８日

―○○○――西部公民館午後１時３０分～２時３０分

―○○○○○寄木戸南公民館午前８時３０分～１１時
昇２９日

―○○○――仙石公民館午後１時３０分～２時３０分

―○○○○○吉田東公民館午前８時３０分～１１時
昌３０日

―○○○――古海西公民館午後１時３０分～２時３０分

―○○○○○文化むら小ホール午前９時～１１時
昭３１日

―○○○――古氷公民館午後１時３０分～２時３０分

６月

―○○○○○保健福祉総合センター午前８時３０分～１１時
晶１日

―○○○――中部公民館午後１時３０分～２時３０分

○○○○○○

保健福祉

総合センター
午前８時３０分～１１時

掌３日

○○○○○○捷４日

○○○○○○昌６日

○○○○○○昭７日

○○○○○○晶８日

○○○○○○松２３日

○○○○○○掌２４日

※対象に該当する人は受診できますので、直接希望する会場へお越しください。

　なお、わかば健診のみ健康づくり課へ事前に申し込みが必要です。
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□
持
参
す
る
物
　
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
、
受
診
票
（
該

当
者
に
は
郵
送
し
ま
す
）

□
費
用
　
１
０
０
０
円

※
町
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、
健
診
を
受
け
る
前
日
ま
で

に
国
民
健
康
保
険
課
へ
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
自
己
負
担
金
が

免
除
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

国
民
健
康
保
険
課
（
緯
　
・
２

５５

６
３
２
）
へ
。

■
各
種
け
ん
し
ん

　
町
で
は
、
５
月
　
日
晶
か
ら

２５

各
種
け
ん
し
ん
を
実
施
し
ま

す
。
け
ん
し
ん
対
象
者
に
は
事

前
に
通
知
し
ま
す
（
通
知
書
の

届
か
な
い
人
で
も
、
次
に
該
当

す
る
人
は
受
診
で
き
ま
す
の

で
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
）
。

　
ま
た
、
通
知
書
の
届
い
た
人

で
す
で
に
結
核
・
肺
が
ん
検
診

（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
を
受

け
た
人
は
、
そ
の
旨
を
受
診
票

に
記
入
し
、
最
寄
り
の
会
場
、

ま
た
は
健
康
づ
く
り
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

□
年
齢
基
準
日

　
平
成
　
年
３
月
　
日

２５

３１

【
結
核
・
肺
が
ん
検
診
】

□
対
象
　
学
校
や
会
社
な
ど
で

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
受
け
て

い
な
い
　
歳
以
上
の
男
女

４０

□
内
容
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
、
 
喀
  痰
 検
査
（
希
望
者
）

か
く
 
た
ん

□
費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
喀

痰
検
査
を
希
望
す
る
場
合
は

５
０
０
円
が
か
か
り
ま
す
）

【
前
立
 腺
 が
ん
検
診
】

せ
ん

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
男
性

５０

□
内
容
　
問
診
、
血
液
検
査
（
Ｐ

Ｓ
Ａ
検
査
）

□
費
用
　
５
０
０
円

【
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
】

□
対
象
　
　
・
　

・
　

・
　

・

４０

４５

５０

５５

　
歳
の
男
女

６０
□
内
容
　
問
診
、
血
液
検
査
（
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
・
Ｈ

Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
）

□
費
用
　
無
料

【
骨
密
度
検
診
】

□
対
象
　
　
・
　

・
　

・
　

・

４０

４５

５０

５５

　
・
　

・
　

歳
の
女
性

６０

６５

７０

□
内
容
　
超
音
波
に
よ
る
か
か

と
の
骨
密
度
測
定

□
費
用
　
１
０
０
０
円

※
当
日
は
、
は
だ
し
に
な
り
や

す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
わ
か
ば
健
診
】

□
対
象
　
　
～
　
歳
ま
で
の
男

１９

３９

女
□
内
容
　
身
体
測
定
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
（
必
要
時
に
貧
血
、

心
電
図
、
眼
底
検
査
を
行
い

ま
す
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課

へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
む

□
費
用
　
１
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
、
町
県
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
は
、
け
ん
し

ん
前
日
ま
で
の
申
請
に
よ
り
け

ん
し
ん
費
用
自
己
負
担
金
が
免

除
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

健
康
づ
く
り
課
（
緯
　
・
２
１

６２

２
１
）
へ
。

　町では、安全に安心して利用できるよ

う、老朽化した公園遊具の整備工事を行

い、平成２３年度は、志部公園、御正作公

園、いずみ総合公園、柳町公園、後谷公

園の遊具７基が新しくなり、利用できる

ようになりました。

※詳しくは、都市整備課都市整備係（内

線２０７）へ。

　町では、犬のふん害防止のため「わん

わんサポーター」を募集します。

□対象　町内を歩いて推進活動を行うこ

とができる人（例えば犬の散歩をして

いる人、散歩などで歩く習慣のある人、

公園を利用している人など）

□活動内容　「わんわんサポーター」とし

て、犬のふんの持ち帰りを呼びかける

推進活動（帽子をかぶっていただき、

犬のふんを持ち帰らない飼い主に持ち

帰り袋を配布）を行います。推進活動

は、サポーターが日常行っている散歩

や活動の際に行うもので、日時の指定

はありません

□申込方法

・新規登録…登録用紙に必要事項を記入

し、各行政区の衛生環境保全推進委員、

または環境課へ申し込む（登録後、帽

子と持ち帰り袋と活動の案内を配布し

ます）

・継続登録…登録の必要はありません

※詳しくは、環境課（内線１３２）へ。

わんわんサポーターを
募集しています

公園遊具整備工公園遊具整備工事事
を行いましを行いましたた

犬のふん害防止のために
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６
月
１
日
晶
か
ら
、
広

域
公
共
バ
ス
「
あ
お
ぞ

ら
」
、
町
内
循
環
バ
ス
「
さ

わ
や
か
」
（
西
ル
ー
ト
）

の
路
線
と
運
行
時
刻
を
変

更
し
ま
す
。

【
広
域
公
共
バ
ス
「
あ
お
ぞ

ら
」
】

　
太
田
記
念
病
院
ま
で
延

長
運
行
し
ま
す
。
太
田
記

念
病
院
行
き
（
上
り
）
は
、

バ
ス
停
「
本
島
病
院
前
」

か
ら
、
「
太
田
六
丁
目
」

を
経
由
し
、
終
点
は
「
太

田
記
念
病
院
」
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

　
千
代
田
町
役
場
行
き

（
下
り
）
は
、
バ
ス
停
「
太

田
記
念
病
院
」
を
発
車
後
、

「
太
田
記
念
病
院
南
」
、「
太

田
六
丁
目
」
を
経
由
し
、

「
本
島
病
院
前
」
ま
で
が
変
更
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
現
行
路
線
の

バ
ス
停
「
太
田
女
子
高
校
前
」
、

「
太
田
病
院
前
」
は
廃
止
し
ま
す

（
太
田
記
念
病
院
周
辺
路
線
図

の
と
お
り
）
。

　
ま
た
、
バ
ス
停
「
い
ず
み
」

の
名
称
が
「
ベ
イ
シ
ア
大
泉
店

前
」
に
変
更
し
ま
す
。

　
な
お
、
バ
ス
停
「
ベ
イ
シ
ア

大
泉
店
前
」
と
「
運
動
公
園
野

球
場
前
」
の
間
に
「
東
別
所
」

を
新
設
し
ま
す
（
ベ
イ
シ
ア
大

泉
店
周
辺
路
線
図
の
と
お
り
）
。

【
町
内
循
環
バ
ス
「
さ
わ
や
か
」

（
西
ル
ー
ト
）
】

　
ベ
イ
シ
ア
大
泉
店
に
乗
り
入

れ
ま
す
。
バ
ス
停
「
ス
バ
ル
運

動
公
園
東
」
か
ら
「
黛
医
院
前
」

ま
で
の
ル
ー
ト
を
変
更
し
、
バ

ス
停
「
ベ
イ
シ
ア
大
泉
店
」
を

設
置
し
ま
す
（
ベ
イ
シ
ア
大
泉

店
周
辺
路
線
図
の
と
お
り
）
。

【
新
し
い
時
刻
表
に
つ
い
て
】

　
新
し
い
時
刻
表
は
、
役
場
総

合
案
内
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
５
月
　
日
昭
ま
で
は
、

３１

現
在
の
路
線
お
よ
び
時
刻
で
運

行
し
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
よ

り
い
っ
そ
う
便
利
に
な
っ
た

「
あ
お
ぞ
ら
」
、「
さ
わ
や
か
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
へ
。

総合

太田病院

【廃止】
太田病院前

太田女子高校

【廃止】
太田女子高校前

本島病院前

太田駅
  南口

【新設】太田六丁目

太田記念病院

【新設】

太田記念病院南

あおぞら現行路線

あおぞら変更路線

【新設】

太田記念病院

【新設】

【新設】

■太田記念病院周辺路線図

太田記念
　　病院行き

【新設】

東別所

【新設】

ベイシア大泉店

黛医院前

千代田町
　役場前行き

太田市運動公園

スバル運動公園

【名称変更】

ベイシア大泉店前

スバル運動公園東

あおぞら路線

さわやか西ルート現行路線

さわやか西ルート変更路線運動公園
　野球場前

「あおぞら」バス停 「さわやか」バス停

■ベイシア大泉店周辺路線図

大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１

緯６３・３１１１（内線２１５）

公
共
バ
ス「
あ
お
ぞ
ら
」「
さ
わ
や
か
」の
路
線
・
時
刻
を
一
部
変
更

企
画
課
　
　
　
　
内
線
２
１
７新しい時刻表
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【
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣

事
業
】

　
耐
震
診
断
調
査
資
格
者
が
耐

震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。
地
震

に
弱
い
部
分
や
倒
壊
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
か
を
調
べ
ま
す
。

□
対
象
と
な
る
住
宅
　
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
町
内
の
木

造
住
宅

・
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
に

５６

３１

着
工
さ
れ
た
一
戸
建
て
の
住

宅
ま
た
は
併
用
住
宅
（
住
宅

部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１

以
上
）

・
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て

・
在
来
軸
組
構
法
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
も
の

□
募
集
戸
数
　
　
戸
（
定
数
に

２０

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
用
意
す
る
物
　
建
築
確
認

書
、
ま
た
は
壁
の
位
置
の
分

か
る
平
面
図
な
ど

□
申
込
期
間
　
５
月
７
日
捷
～

　
日
昭
（
た
だ
し
、
土
・
日

３１曜
日
を
除
く
）

□
費
用

・
耐
震
診
断
費
…
無
料

・
交
通
費
…
１
０
０
０
円
（
耐

震
診
断
者
に
直
接
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
）

【
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
】

　
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
を

補
助
し
ま
す
。

□
対
象
と
な
る
住
宅
　
木
造
住

宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業
に

よ
る
耐
震
診
断
の
結
果
、
上

部
構
造
評
点
が
１
・
０
未
満

□
対
象
　
対
象
住
宅
を
所
有
す

る
個
人

□
募
集
戸
数
　
２
戸
（
定
数
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
補
助
金
額
　
耐
震
改
修
に
要

す
る
設
計
費
や
工
事
費
、
工

事
監
理
費
総
額
の
３
分
の
１

（
上
限
　
万
円
）

５０

□
申
込
期
間
　
５
月
７
日
捷
～

９
月
　
日
晶
（
た
だ
し
、
土
・

２８

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

【
共
通
事
項
】

□
申
込
方
法
　
建
築
課
へ
直
接

申
し
込
む

※
い
ず
れ
も
税
金
の
滞
納
が
な

い
こ
と
な
ど
必
要
な
条
件
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
建
築
課
へ
。

地
震
に
強
い
住
宅
へ
　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
支
援

建
築
課
　
　
　
　
内
線
２
０
５

　町消防団本部予防部

長の山口善之氏が、消

防功労者に授与される

消防庁長官表彰永年勤

続功労章を受章されま

した。

　山口氏の受章は、在

団３０年間にわたり、消

防防災活動に寄与した

ご功績が認められたも

のです。受章を心よりお喜び申し上げる

とともに、ますますのご活躍をご期待申

し上げます。

※詳しくは、安全安心課（内線２２４）へ。

受章おめでとうございます

消防庁長官表彰

 山  口  善  之 氏
やま ぐち よし ゆき

（２５区・５３歳）

春
の
道
路
愛
護
運
動

（
地
域
ク
リ
ー
ン
作
戦
）

　住みよい環境を地域でつくる運動の一

環として、町民総参加でご協力をいただ

いている「春の道路愛護運動」の実施期

間が決まりました。

　実施日は行政区ごとに決められます

が、作業の重点に留意され、ご協力をお

願いします。

□実施期間　５月２０日掌～２７日掌

□主な作業

・道路の清掃

・道路端や植樹帯などの除草・ごみ拾い

・道路にはみ出た樹木の伐採

※道路上には物を置かず、道路を広く使

えるようにしましょう。詳しくは、土木

課（内線２０３）へ。
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パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
た
め
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
入
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
基
本
操
作
、
文

字
の
入
力
方
法
、
電
子
メ
ー
ル

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
学
び
ま

す
。
　
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
は
あ
っ
て

も
、
な
か
な
か
一
歩
を
踏
み
出

す
き
っ
か
け
が
な
か
っ
た
人
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
期
間
（
各
コ
ー
ス
と
も
全
４

日
間
。
い
ず
れ
も
講
習
内
容

は
同
じ
で
す
）

・
１
コ
ー
ス
…
６
月
５
日
昇
～

８
日
晶

・
２
コ
ー
ス
…
６
月
　
日
昇
～

１２

　
日
晶

１５
・
３
コ
ー
ス
…
６
月
　
日
昇
～

１９

　
日
晶
　

２２
□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
２
階
会

議
室
（
朝
日
４
の
７
の
１
）

□
内
容
　
基
本
操
作
、
文
字
の

入
力
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
基
本
を
学
ぶ
　
　
　

□
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
未
経
験
者

で
コ
ー
ス
期
間
の
全
日
程
受

講
可
能
な
人

□
定
員
　
各
　
人
（
定
員
に
な

２０

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
へ

直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
む

□
申
込
期
間
　
５
月
８
日
昇
～

　
日
晶
　
午
前
８
時
　
分
～

２５

３０

午
後
５
時
　
分
（
た
だ
し
、

１５

土
・
日
曜
日
を
除
く
）

□
費
用
　
各
１
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
へ
。

　
町
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の

勤
労
者
お
よ
び
仕
事
を
求
め
て

い
る
人
を
対
象
に
し
た
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

□
内
容
・
期
間
（
各
コ
ー
ス
と

も
全
４
日
間
）

・
ワ
ー
ド
コ
ー
ス
（
ワ
ー
ド
基

本
、
応
用
）
…
６
月
　
日
昇
～

１２

　
日
晶

１５
・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
（
エ
ク
セ

ル
の
基
本
、
応
用
）
…
６
月

　
日
昇
～
　
日
晶

１９

２２

・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
コ
ー
ス

（
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
作
成
、

使
い
方
）
…
６
月
　
日
昇
～

２６

　
日
晶

２９
□
時
間
　
午
後
６
時
　
分
～
８

３０

時
　
分
３０

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
２
階
会

議
室
（
朝
日
４
の
７
の
１
）

□
対
象
　
町
内
在
住
ま
た
は
町

内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る

勤
労
者
お
よ
び
町
内
在
住
の

就
職
希
望
者
で
全
日
程
受
講

可
能
な
人

□
定
員
　
各
　
人
（
定
員
を
超

２０

え
た
場
合
は
抽
選
）

□
申
込
方
法
　
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

勤
務
先
、
受
講
コ
ー
ス
を
明

記
の
上
、
商
工
課
へ
直
接
、

ま
た
は
は
が
き
（
〒
　
０
５

３７０

９
５
　
日
の
出
　
の
１
）
、
Ｆ

５５

Ａ
Ｘ
（
　
・
７
９
２
７
）
で

６３

申
し
込
む

□
申
込
期
間
　
５
月
８
日
昇
～

　
日
晶
　
午
前
８
時
　
分
～

２５

３０

午
後
５
時
　
分
（
た
だ
し
、

１５

土
・
日
曜
日
を
除
く
）

□
費
用
　
各
２
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）

※
受
講
者
が
決
定
し
ま
し
た

ら
、
後
日
、
通
知
を
郵
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

商
工
課
へ
。

勤
労
者
な
ど
を
対
象
　

仕
事
に
 活
 か
せ
る
パ
ソ
コ
ン
教
室

い

商
工
課
　
　
　
　
内
線
１
３
８

初
心
者
対
象
　

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
課
　
　
内
線
３
０
６
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■北児童館クラブ員募集

【一輪車クラブ】

□日時　土曜日　午後２時～３時（月

１回）

□対象　小学２年～６年

□定員　２５人

【作ってあそぼうクラブ】

□日時　土曜日　午前１０時～１１時（月

１回）

□対象　小学１年～３年

□定員　１５人

【卓球クラブ】

□日時　月曜日　午後３時３０分～４

時３０分（月２回）

□対象　小学３年～６年

□定員　１０人

【将棋クラブ】

□日時　水曜日　午後３時３０分～４

時３０分（月４回）

□対象　小学１年～６年

□定員　１０人

【エコクラブ】

□日時　土曜日　午前１０時～１１時３０

分（月１回）

□対象　小学３年～大人

【共通事項】

□申込方法　北児童館へ直接申し込む

□募集開始日　５月１日昇

※各クラブとも、定員になりしだい締

め切ります。詳しくは、北児童館（緯

６３・３８２０）へ。

■「あかちゃん広場」参加者募集

□日時　毎月第１・３火曜日　午前１０

時～１１時（初回は５月１日昇）

□内容　リズム遊びや親子遊び、育児

相談など

□対象　１歳未満の乳幼児とその保護者

□費用　無料

※詳しくは、各児童館へ。

・東児童館　緯６２・０１３３

・西児童館　緯６２・４６８９

・南児童館　緯６３・１７２１

・北児童館　緯６３・３８２０

　
３
月
末
を
も
っ
て
子
ど
も
手

当
制
度
は
終
了
し
、
４
月
か
ら

児
童
手
当
制
度
に
変
わ
り
ま
し

た
。
支
給
要
件
お
よ
び
支
給
月

額
は
、
平
成
　
年
　
月
か
ら
の

２３

１０

特
別
措
置
法
に
よ
る
「
子
ど
も

手
当
」
と
同
じ
で
す
が
、
平
成

　
年
６
月
分
か
ら
所
得
制
限
が

２４適
用
さ
れ
る
点
が
異
な
り
ま

す
。
　
３
月
　
日
現
在
、
大
泉
町
で

３１

子
ど
も
手
当
の
認
定
を
受
け
て

い
た
人
は
、
今
回
の
制
度
変
更

に
伴
い
、
改
め
て
申
請
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

４
月
１
日
以
降
、
出
生
や
転
入

な
ど
に
よ
り
大
泉
町
で
新
た
に

児
童
手
当
の
支
給
対
象
と
な
っ

た
人
は
、
出
生
日
ま
た
は
転
出

予
定
日
の
翌
日
か
ら
　
日
以
内

１５

に
申
請
が
必
要
で
す
。

【
児
童
手
当
の
概
要
】

□
対
象
　
日
本
国
内
に
居
住
し

支
給
対
象
と
な
る
児
童
を
養

育
す
る
父
母
な
ど

□
支
給
対
象
と
な
る
児
童
　
日

本
国
内
に
居
住
す
る
（
留
学

の
場
合
な
ど
を
除
く
）
０
～

　
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
　

１５

３１

日
ま
で
の
児
童

□
所
得
制
限
　
６
月
分
以
降
の

手
当
か
ら
所
得
制
限
が
適
用

さ
れ
ま
す

□
手
当
月
額
（
児
童
一
人
あ
た

り
）
　
下
表
の
と
お
り

□
支
給
月

・
６
月
（
２
月
～
５
月
分
。
２
・

３
月
分
は
特
別
措
置
法
に
基

づ
く
子
ど
も
手
当
で
す
）

・
　
月
（
６
月
～
９
月
分
）

１０
・
平
成
　
年
２
月
（
　
月
～
平

２５

１０

成
　
年
１
月
分
）

２５

【
現
況
届
】

　
６
月
以
降
の
手
当
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
受
給
者
は
６
月

に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。
通
知
は
６
月
上
旬
に
送
付

予
定
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
へ
。

４
月
か
ら

「
子
ど
も
手
当
」
は
「
児
童
手
当
」
に
変
更

子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

所得制限限度額

以上未満

５，０００円

１万５，０００円３歳未満（一律）

１万円第１・２子３歳～

小学校修了前 １万５，０００円第３子以降

１万円中学生（一律）

※第何子目かは、養育する１８歳到達後最初の３月３１

日までの児童のうち、年長から順に数えます。

■児童手当月額

児童館からの

お知らせ
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もくじ
震災後の災害対策・子ども・子育て新システムＰ１７予算審査

元気が感じられるまちづくりＰ１８災害協定・５５周年記念事業　他Ｐ１３

ボランティアポイント制度導入児童虐待防止対策・国民健康保険税　他Ｐ１４

発議未整理地区道路拡幅・製品ＰＲ事業　他

東日本大震災関係意見書Ｐ１９議会インターネット配信事業Ｐ１５

医療費助成制度関係意見書一般質問

請願　など町長選挙公約

西邑楽３町広域連携・ガレキ受け入れＰ１６

子どもの健全育成事業「３．１１キャンドルナイト・心の灯inおおいずみ」

新名物「大泉しろ焼きうどん」の周知活動 災害時に地域で活動できる外国人住民の育成成事業事業

平成２３年度大泉町元気な地域支援事業 （平成２４年度も募集します、詳しくは国際協働課まで）

おおおいずみ
議会だより議会だより

2012.4.25No.55
発行／大泉町議会

編集／議会広報編集委員会
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【
敢
　
年
度
は
南
小
学
校
区
に
、

２３

防
犯
カ
メ
ラ
５
台
を
試
験
的
に

設
置
し
ま
し
た
が
、
　

年
度
の

２４

計
画
は
】

　
本
年
の
計
画
は
、
不
審
者
情

報
な
ど
を
考
慮
し
警
察
と
も
協

議
の
う
え
、
他
の
３
学
校
区
に

９
～
　
台
の
設
置
を
考
え
て
い

１０

ま
す
。

【
柑
災
害
対
策
と
し
て
、
各
企
業
な

ど
と
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す

が
、
　

年
度
の
取
り
組
み
は
】

２４

　
現
在
、
町
内
外
の
食
料
品

メ
ー
カ
ー
・
大
型
ス
ー
パ
ー
・

量
販
店
各
１
社
、
飲
料
水
メ
ー

カ
ー
４
社
と
災
害
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。
今
後
も
、
大
規
模

災
害
を
想
定
し
て
、
遠
方
の
自

治
体
と
も
協
定
を
結
べ
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

【
桓
町
発
足
　
周
年
記
念
事
業

５５

の
具
体
的
な
中
身
は
】

　
３
月
　
日
に
記
念
式
典
な
ら

３１

び
に
記
念
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
　

月
に
は
「
ふ
る
さ
と
の

１１

ど
自
慢
」
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
町
財
政
が
厳
し
い

中
、
現
在
あ
る
　
事
業
を
工
夫

１６

し
て
、
予
算
を
か
け
ず
に
記
念

事
業
と
し
て
い
く
予
定
で
す
。

【
棺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
放
送
「
Ｆ

Ｍ
太
郎
」
の
難
聴
地
域
解
消
は
】

　
難
聴
地
域
の
解
消
に
関
し
て

は
、
現
在
対
策
を
図
っ
て
い
る

最
中
で
す
。

５５周年記念のど

自慢大会（予定）

　
平
成
　
年
第
１
回
定
例
会
を
、
３
月
５
日
か
ら
　
日
ま
で
の
　
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

２４

１９

１５

　
内
容
は
、
議
員
発
議
２
件
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
予
算
お
よ
び
特
別
会
計
予
算
７
件
、
ま
た
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
補

２４

２３

正
予
算
を
含
む
、
議
案
　
件
を
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

２６

　
請
願
に
つ
い
て
は
、
第
２
・
３
・
４
号
は
、
委
員
長
報
告
の
通
り
不
採
択
と
し
、
５
号
お
よ
び
請
願
１
号
は
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
行
財
政
運
営
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
、
会
議
録
（
大
泉
町
立
図
書
館
）
、
ま
た
は
、
大
泉
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成２４年度一般会計予算決定！

元気・創造・刷新!!

総
務
企
画
常
任
委
員
会
予
算
調
査

6.63％

6.57％

0.28％

0.92％

0.23％

11.18％

1.78％

12.64％

14.25％

3.32％

4.15％

8.80％

2.22％

1.86％

1.07％

7.01％

0.51％

8.70％

7.88％

秘書・総務・契約検査

安全安心

企画

広報情報

国際協働

財政・税務・

収納・会計

議会・監査事務局

福祉

子育て支援

長寿支援健康づくり

学校教育

生涯学習

スポーツ文化振興

住民

商工

農政・農業委員会

土木・建築・都市整備

環境

歳出

総額

112億
3,500万円

27.6％

47.2％

25.2％

総務・企画

福祉・文教

都市・環境

３
月
定
例
会

議会

だより
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議会

だより

【
敢
児
童
虐
待
防
止

対
策
事
業
の
活
動
内

容
は
】

　
住
民
か
ら
通
報
を

受
け
た
と
き
の
応
急

対
応
や
、
児
童
相
談

所
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
連
携
し
た
対
応

が
主
な
も
の
で
す
。

【
柑
第
３
子
以
後
の

子
育
て
支
援
実
施
に

つ
い
て
検
討
は
】

　
予
算
の
都
合
上
検

討
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
近
隣
市
町
村
で

は
太
田
市
が
補
助
金

を
出
し
て
い
ま
す
が
、
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
は
、
本
来
、
国

や
県
が
行
う
べ
き
仕
事
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
桓
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

は
不
充
分
で
は
】

　
県
内
他
市
町
村
と
比
べ
て
高

か
っ
た
資
産
割
の
負
担
を
引
き

下
げ
ま
し
た
が
、
均
等
割
な
ど

は
他
市
町
村
に
比
べ
低
い
設
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
見

直
し
は
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
棺
学
校
給
食
の
安
全
性
確
保

の
取
り
組
み
は
】

　
副
食
に
つ
い
て
は
、
町
独
自

に
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。
主
食
に
つ
い
て

は
、
製
造
段
階
で
確
認
す
る
体

制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
款
土
曜
学
校
を
廃
止
し
た
理

由
は
】

　
土
曜
学
校
の
ね
ら
い
と
し
た

学
習
習
慣
の
確
立
や
基
礎
・
基

本
の
定
着
は
、
　

年
度
か
ら
は

２４

町
内
全
小
中
学
校
で
実
施
す
る

授
業
改
善
推
進
事
業
の
中
に
発

展
的
に
取
り
込
み
、
児
童
生
徒

の
よ
り
確
か
な
学
力
向
上
に
向

け
、
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

大泉町の給食は安全です

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
予
算
調
査

【
敢
未
整
理
地
区
の
道
路
拡
幅
は
】

　
当
該
区
長
と
相
談
し
、
で
き

る
所
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

未
整
理
地
区
の
改
良
目
標
率
は

　
％
を
目
指
し
ま
す
。

８４
【
柑
町
内
企
業
製
品
Ｐ
Ｒ
事
業

の
内
容
は
】

　
町
内
に
は
完
成
品
だ
け
で
な

く
部
品
製
造
の
企
業
も
多
く
あ

る
た
め
、
完
成
品
と
部
品
、
商

品
な
ど
の
展
示
Ｐ
Ｒ
を
行
う
予

定
で
す
。
場
所
は
い
ず
み
の
杜

フ
ロ
ア
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
桓
公
園
管
理
費

で
街
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
す
る
考
え
は
】

　
省
電
力
化
は
進

め
て
い
き
た
い

が
、
交
換
費
用
な

ど
に
多
額
の
予
算

を
要
す
る
の
で
検

討
し
て
い
き
ま

す
。

【
棺
城
之
内
公
園

の
水
質
浄
化
の
方

策
は
】

　
炭
素
繊
維
に
よ

る
試
験
で
は
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た

が
、
堀
全
体
を
浄

化
す
る
に
は
費
用

面
で
問
題
が
あ
り
ま
す
。
井
戸

水
注
入
で
水
質
を
保
持
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
款
し
尿
処
理
施
設
維
持
管
理

事
業
の
消
耗
品
費
増
額
の
理
由

は
】
　
し
尿
処
理
に
必
要
な
薬
品
や

活
性
炭
の
値
上
が
り
が
主
な
要

因
で
す
。
ま
た
、
活
性
炭
は
通

常
は
熱
処
理
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

し
ま
す
が
、
今
回
は
放
射
性
物

質
対
策
の
た
め
交
換
が
必
要
で

す
。

桜の名所　城之内公園

都
市
環
境
常
任
委
員
会
予
算
調
査
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議会

だより

①
優
良
企
業
の
本
町
へ
の
誘
致

状
況
は

②
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
電

機
メ
ー
カ
ー
Ｐ
社
と
の
対
話
は

③
高
齢
社
会
へ
の
対
応
策
と
し

て
、
今
後
老
健
施
設
の
建
設

予
定
は

④
医
療
の
充
実
、
特
に
産
婦
人

科
・
小
児
科
の
緊
急
医
療
体

制
の
確
立
は

⑤
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
住
民

の
意
識
改
革
へ
の
取
り
組
み
は

⑥
区
画
整
理
は
お
ろ
か
、
道
路
整

備
も
ま
ま
な
ら
な
い
寄
木
戸

地
区
の
今
後
の
整
備
方
針
は

⑦
幼
稚
園
の
補
助
金
を
、
　

年
２０

度
以
前
の
年
額
に
戻
す
計
画

の
実
現
は

⑧
質
問
以
外
の
公
約
や
重
点
項

目
の
実
現
に
つ
い
て
、
今
後

の
心
構
え
は

①
先
頭
に
立
っ
て
積
極
的
に

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て

き
ま
し
た

②
今
後
、
会
社
ト
ッ
プ
と
会
い
、

町
の
考
え
方
や
要
望
を
伝
え

る
努
力
を
し
た
い

③
本
年
度
作
成
の
第
５
期
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
の
中
に
は
、

建
設
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

④
残
念
な
が
ら
、
産
科
・
小
児

科
医
の
不
足
に
よ
り
、
体
制

は
整
っ
て
い
ま
せ
ん

⑤
緑
の
カ
ー
テ
ン
事
業
の
推

進
、
環
境
フ
ェ
ア
の
開
催
、

職
員
の
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

導
入
な
ど
で
す

⑥
道
路
な
ど
の
環
境
整
備
に

は
、
緊
急
性
や
必
要
性
を
見

極
め
、
地
元
関
係
者
の
皆
さ

ん
と
協
議
を
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す

⑦
今
後
景
気
が
回
復
し
、
税
収

が
増
え
た
と
き
に
状
況
を
見

極
め
て
対
応
し
て
い
き
ま
す

⑧
公
約
の
総
仕
上
げ
に
向
け

て
、
こ
の
１
年
間
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す

村
山
俊
明

議
員

町
長

Ａ
　
公
約
実
現
に
向
け
て
今
後
も
努
力
し
て
い
き
ま
す

Ｑ
　
町
長
の
選
挙
公
約
の
達
成
度
は

開かれた議会を目指し

ついに実現！　インタ
ーネット中継配信

調査・研究を重ね、平成２４年度から、議会の録画・生中継を導入！

（傍聴できない人、役場内での生中継を見ることのできなかった人のために…）

大泉町議会は、町民に信頼される議会を目指し、取り組んでいきます。

一 般 質 問
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議会

だより

　
昨
今
の
厳
し
い
社
会
経
済
状

況
の
中
、
本
町
も
そ
の
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
厳
し
い
現
状

を
乗
り
切
り
つ
つ
、
絶
え
ず
先

を
見
据
え
て
先
手
の
策
を
講
じ

る
こ
と
は
、
自
治
体
の
長
の
仕

事
で
す
。

　
私
は
、
兄
弟
の
よ
う
な
関
係

に
あ
る
西
邑
楽
３
町
が
一
体
に

な
っ
て
、
工
業
の
町
を
再
構
築

し
、
東
毛
の
核
と
な

る
新
し
い
町
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
は
、

長
期
的
財
政
安
定
の

観
点
か
ら
も
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
当

面
町
単
独
の
道
を
選

択
し
た
町
長
の
考
え

は
。

　
歴
史
、
文
化
、
生

活
圏
を
共
有
し
、
住

民
同
士
の
交
流
や
結

び
付
き
も
強
い
西
邑

楽
３
町
の
、
合
併
も

視
野
に
入
れ
た
広
域
連
携
を
推

進
し
て
は
と
の
こ
と
で
す
が
、

今
は
行
財
政
改
革
の
断
行
と
、

自
ら
の
体
力
作
り
が
先
決
と
考

え
ま
す
。
合
併
に
関
し
て
は
、

平
成
の
合
併
効
果
検
証
も
必
要

と
思
い
ま
す
。
機
運
の
高
ま
り

と
、
町
民
の
声
を
聞
く
こ
と
か

ら
始
め
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え

ま
す
。

淺
野
正
己

議
員

　
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
被
災
地
の
「
ガ

レ
キ
の
受
け
入
れ
」

に
つ
い
て
町
長
の
考

え
方
は
。

①
被
災
地
を
「
助
け

て
あ
げ
た
い
」
と

い
う
思
い
は
誰
し

も
同
じ
で
す
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
全
国
的
に
受

け
入
れ
が
難
航
し

て
い
る
と
考
え
ま

す
か

②
議
会
は
「
国
の
責

任
で
ガ
レ
キ
処
理

早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

町
長
も
全
国
町
村
長
会
で
国

に
働
き
か
け
て
ほ
し
い

③
町
長
の
一
連
の
新
聞
報
道
の

言
動
に
、
町
民
は
不
安
を
感

じ
心
配
を
し
て
い
ま
す
。
被

災
地
が
喜
び
、
町
民
の
安
全
・

安
心
が
保
障
で
き
る
支
援
策

を
模
索
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
あ
ま
り
走
り
す
ぎ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ガ
レ
キ
受
け

入
れ
を
白
紙
撤
回
す
る
考
え

は
①
放
射
性
物
質
へ
の
不
安
か
ら

と
考
え
て
い
ま
す

②
県
・
国
へ
安
全
性
の
担
保
を

働
き
か
け
ま
す

③
白
紙
撤
回
す
る
つ
も
り
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん

渡
邉　

明

議
員

広域連携で東毛の核となる新しい町づくりを

Ａ
　
機
運
の
高
ま
り
と
町
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が
肝
要

Ｑ
　
西
邑
楽
３
町
合
併
も
視
野
に
入
れ
た
広
域
連
携
は

Ａ
　
白
紙
撤
回
は
し
ま
せ
ん

Ｑ
　
町
民
が
心
配
し
て
い
る
ガ
レ
キ
受
け
入
れ
の
白
紙
撤
回
を

町
長

ガレキ受入検討中の清掃センター

町
長 
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議会

だより

　
震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
た

中
で
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
関
連
し
て

①
震
災
後
の
災
害
対
策
の
取
り

組
み
と
災
害
対
策
本
部
の
あ

り
方
は

②
災
害
時
、
地
域
に
地
区
支
部

を
設
置
し
、
職
員
を
派
遣
す

る
際
の
地
域
の
役
割
や
行
政

と
の
連
携
は

③
　
区
、
　

区
が
地
域
公
民
館

１８

１４

に
独
自
に
設
置
し
た
非
常
用

電
源
シ
ス
テ
ム
を
町
と
し
て

ほ
か
に
普
及
す
る
考
え
は

④
こ
の
非
常
用
電
源
シ
ス
テ
ム

を
町
発
足
　
周
年
記
念
事
業
の

５５

一
つ
と
し
て
導
入
す
る
考
え
は

①
確
認
さ
れ
た
多
く
の
改
善
点

は
、
今
後
の
地
域
防
災
計
画

な
ど
に
反
映
さ
せ
ま
す
。
万

一
震
災
な
ど
で
対
策
本
部
が

設
置
で
き
な
い
場
合
に
は
、

状
況
に
応
じ
臨
機
応
変
に
設

置
場
所
を
決
め
ま
す

②
自
主
防
災
組
織
の
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
十
分
に

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

③
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
地
域

で
実
践
し
て
い
た
だ
い
た
も

の
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
ど

の
よ
う
な
所
に
活
用
で
き
る

か
調
査
、
研
究
を
行
い
ま
す

④
前
向
き
に
検
討
し
ま
す

森　

昌
彦

議
員

　
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
は
、
介
護
、
障
害
に
次
い
で
、

保
育
の
分
野
に
も
契
約
方
式
、

つ
ま
り
株
式
会
社
方
式
を
持
ち

込
み
、
公
的
な
福
祉
・
保
育
を

足
元
か
ら
掘
り
崩
す
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
制

度
全
体
を
守
る
た
め
に
も
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、
ど
う

し
て
も
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
町
長
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
ま
す
か
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
保
育
な
ど
の
量
的
拡
充
や
幼

保
一
体
化
な
ど
の
機
能
強
化
、

待
機
児
童
の
解
消
な
ど
が
う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
現
行

保
育
制
度
で
も
、
保
育
園
の
面

積
や
保
育
士
の
人
数
な
ど
、
国

が
定
め
る
基
準
以
内
で
あ
れ

ば
、
定
員
数
を
超
え
て
の
保
育

も
可
能
で
す
。
本
町
で
は
、
こ

の
制
度
の
利
用
に
よ
り
、
３
月

１
日
現
在
、
待
機
児
童
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

金
子
光
国

議
員

町
長

Ａ
　
本
町
は
現
行
保
育
制
度
で
対
応
で
き
て
い
ま
す

Ｑ
　
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
認
識
は

Ａ
　
調
査
研
究
し
前
向
き
に
検
討
し
ま
す

Ｑ
　
震
災
後
の
災
害
対
策
と
今
後
の
町
の
対
応
は地域公民館設置の

非常用電源システム

町
長

第２条

　国および地方公共団体は、児童

の保護者とともに、児童を心身とも

に健やかに育成する責任を負う。

第２４条

　市町村は、保護者の労働又は疾

病その他の（中略）事由により、

その監護すべき乳児、幼児又は（中

略）児童の保育に欠けるところが

ある場合において、保護者から申

し込みがあったときは、それらの

児童を保育所において保育しなけ

ればならない。（後略）

－児童福祉法－
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議会

だより

　
新
年
度
予
算
編
成
で
町
税
が

減
収
す
る
中
、
歳
入
の
財
源
確

保
お
よ
び
歳
出
削
減
に
ど
の
よ

う
に
努
力
し
た
か
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
・
高
齢
社

会
が
い
っ
そ
う
進
み
、
経
済
活

動
も
縮
小
、
税
収
も
減
少
の
右

肩
下
が
り
の
時
代
に
入
り
、「
元

気
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
長
任
期
の
総
仕
上
げ
の
年

度
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
ど

の
よ
う
な
決
意
で
臨
む
の
か
質

問
し
ま
す
。

　
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
の
初

年
度
、
歳
入
に
お
い
て
は
、
更
な

る
外
資
の
導
入
お
よ
び
町
税
な

ど
の
収
納
率
の
向
上
な
ど
で
財

源
確
保
に
努
め
、
歳
出
で
は
節

電
な
ど
に
よ
る
光
熱
水
費
、
各

種
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、

経
費
の
節
減
に
努
め
ま
し
た
。

　
新
年
度
は
改
革
元
年
と
位
置

づ

け
、
行

政

サ
ー
ビ
ス
を
安

定

し

て

提

供

し
、
自
立
し
た

町
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
徹

底
し
た
行
財
政

改
革
を
行
い
、

町
民
総
参
加
の

協
働
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

村
山
博
茂

議
員

　
こ
の
制
度
は
、
地

方
自
治
体
が
介
護
支

援
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

た
高
齢
者
（
原
則
　６５

歳
以
上
）
に
対
し
、

実
績
に
応
じ
て
換
金

可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
制
度
で
、

介
護
保
険
料
を
実
質

的
に
軽
減
す
る
制
度

で
す
。

　
ま
た
、こ
の
制
度
に

は
、
介
護
予
防
効
果

へ
の
期
待
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
活
性
化

や
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
の
強

化
を
図
り
、
高
齢
社
会
を
乗
り

切
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
た

い
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
の
導
入
に
、
前
向

き
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
り
ま

す
か
。

　
こ
の
制
度
は
、
介
護
施
設
な

ど
で
介
護
支
援
に
関
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
高
齢

者
に
対
し
、
実
績
に
応
じ
て
換

金
な
ど
が
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
制
度
で
、
高
齢
者
の

社
会
参
加
を
通
じ
た
介
護
予
防

効
果
へ
の
期
待
が
で
き
る
も
の

で
す
。
制
度
と
し
て
は
、
こ
れ

に
反
対
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
つ
も
り
で
す
。

久
保
田
一
郎
議
員

毎月第４日曜日開催「グルメ横丁」

町振興の起爆剤に…

Ａ
　
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

Ｑ
　
元
気
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
急
務
で
は

Ａ
　
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
つ
も
り
で
す

Ｑ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
の
考
え
は

町
長

築
比
地
財
務
部
長

高齢者による介護ボランティア

町
長
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議会

だより

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
１

か
月
が
経
過
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
何
ら

か
の
形
で
支
援
し
て
き
た
月
日

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
ま
だ
避
難
し
て
い
る
人
や

経
済
的
に
苦
し
ん
で
い
る
人
、

心
に
傷
を
負
っ
て
い
る
人
が
た

く
さ
ん
い
る
の
も
紛
れ
も
な
い

事
実
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
復
興

支
援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
一
つ
に
、
西
邑
楽
３

町
で
運
営
し
て
い
る
清
掃
セ
ン

タ
ー
と
最
終
処
分
場
で
、
安
全

が
確
認
で
き
る
ガ
レ
キ
を
早
期

に
受
け
入
れ
支
援
す
る
こ
と
が

「
絆
」
の
証
し
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め
に
、

「
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
復
興
）
」
を
合

言
葉
に
、
行
動
を
起
こ
し
ま
せ
ん

か
？
　
こ
の
紙
面
が
皆
様
に
届

く
頃
に
は
、
受
け
入
れ
が
進
ん

で
い
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
山
口
　
将
）

コ

ラ

ム

　
被
災
地
の
復
興
の
た
め
国
の

責
任
で
、
撤
去
・
処
理
に
つ
い

て
早
期
実
現
を
目
指
し
て
全
力

を
あ
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
広
域

処
理
促
進
に
つ
い
て
は
、
放
射

線
量
の
正
確
な
測
定
と
除
染
、

運
搬
時
の
安
全
性
な
ど
、
受
け

入
れ
側
の
住
民
へ
の
十
分
な
説

明
と
理
解
を
得
る
こ
と
と
合
わ

せ
て
、
被
災
地
と
受
け
入
れ
地

方
公
共
団
体
に
財
政
負
担
を
さ

せ
な
い
こ
と
。
以
上
、
撤
去
・

処
理
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う

強
く
要
望
し
ま
す
。

　
群
馬
県
は
、
平
成
　
年
度
　

２１

１０

月
以
後
、
市
町
村
と
連
携
し
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
は
、
単

独
の
医
療
費
助
成
制
度
の
現
物

給
付
が
「
安
易
な
受
診
の
助
長

に
つ
な
が
る
」
と
の
理
由
か
ら
、

導
入
し
て
い
る
自
治
体
に
対

し
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
講
じ
て
い

る
現
状
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

地
方
自
治
体
の
努
力
や
独
自
性

を
阻
害
す
る
も
の
で
す
。
よ
っ

て
国
に
お
い
て
は
、
国
庫
負
担

金
減
額
措
置
を
直
ち
に
廃
止
す

る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

＊
継
続
審
査
と
す
る
も
の

＊
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

□
反
対
討
論

　
民
主
党
公
約
の
最
低
保
障
年

金
制
度
の
創
設
は
、
年
間
５
兆

円
の
軍
事
費
や
３
２
０
億
円
の

政
党
助
成
金
、
大
企
業
や
資
本

家
の
抱
え
る
７
～
　
兆
円
の
財

１２

源
を
活
用
す
れ
ば
、
消
費
税
増

税
は
不
要
で
す
。
住
民
の
声
を

誰
が
届
け
る
の
か
。

□
賛
成
討
論

　
問
題
は
公
平
性
に
欠
け
る
こ

と
と
そ
の
財
源
で
す
。

　
国
の
制
度
を
信
じ
て
人
生
設

計
す
る
中
で
、
国
民
の
義
務
と

責
任
と
し
て
厳
し
い
家
計
か
ら

支
出
し
て
き
た
人
と
し
な
か
っ

た
人
と
を
い
っ
し
ょ
に
す
る
の

は
不
公
平
で
す
。

■
議
会
だ
よ
り
文
責

議
長
　
安
田
博
敏

【
編
集
委
員
】

委
  員
  長
　
新
井
典
夫

副
委
員
長
　
淺
野
正
己

委
員
　
田
邉
信
雄

委
員
　
山
口
　
将

東
日
本
大
震
災
で
発
生

し
た
、
災
害
廃
棄
物
の

撤
去
・
処
理
に
つ
い
て
、

早
期
実
現
を
求
め
る
意

見
書

医
療
費
助
成
制
度
の
現

物
給
付
に
伴
う
国
庫
負

担
金
減
額
の
廃
止
を
求

め
る
意
見
書

請
願

発
議

請
願
第
５
号
　

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
反
対

し
、
現
行
保
育
制
度
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

提
出
を
求
め
る
請
願

請
願
第
２
号

全
額
国
庫
負
担
に
よ
る

最
低
保
障
年
金
制
度
の

創
設
を
求
め
る
請
願

□
反
対
討
論

　
国
の
補
助
金
交
付
が
廃
止
さ

れ
た
事
業
や
実
績
の
な
い
事
業

は
見
直
し
、「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
制
度
」
の
創
設
な
ど
地

域
経
済
を
活
性
化
す
べ
き
で

す
。
町
民
の
期
待
に
応
え
て
い

な
い
予
算
に
は
反
対
で
す
。

□
賛
成
討
論

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
町

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
総
参
加
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
な

ど
、
効
率
的
で
効
果
的
な
創
意

工
夫
さ
れ
た
予
算
で
あ
り
高
く

評
価
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
討
論

請
願
第
１
号

大
泉
町
に
お
け
る
「
し

尿
処
理
清
掃
業
務
」
の

改
善
を
求
め
る
請
願

６
月
定
例
会

□
日
時
　
６
月
　
日
昇
　

１２

午
前
　
時
～
（
予
定
）

１０

※
皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た

で
も
気
軽
に
傍
聴
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
、
議
会
事

務
局
へ
。

請
願
第
３
号

年
金
受
給
資
格
期
間
の

　
年
へ
の
短
縮
を
求
め

１０る
請
願

請
願
第
４
号

０
・
４
％
の
年
金
引
き
下

げ
を
も
と
に
戻
す
こ
と

を
求
め
る
請
願
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
で
は
、
４

月
よ
り
、
群
馬
県
域
向
け
テ
レ
ビ

放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
平
日
の
夕
方
を
中
心
に
、
県
内

の
ニ
ュ
ー
ス
や
生
活
情
報
を
お
届

け
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
は
県

民
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
き
め

細
か
い
災
害
報
道
を
行
い
ま
す
。

【
「
ほ
っ
と
群
馬
６
４
０
」
】

□
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
午
後
６

時
　
分
～
７
時

４０

【
「
気
象
情
報
・
お
知
ら
せ
」
】

□
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
午
前
　１１

時
　
分
～
（
３
分
程
度
）

５７

【
共
通
事
項
】

□
チ
ャ
ン
ネ
ル
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ

レ
ビ

※
詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送

局
（
緯
０
２
７
・
２
５
１
・
１
７

１
１
）
へ
。

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
　２０

歳
以
上
　
歳
未
満
の
全
て
の
人
が

６０

加
入
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、
就
職

し
た
と
き
や
退
職
し
た
と
き
を
は

じ
め
、
次
の
よ
う
な
機
会
ご
と
に

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
必
要
な
届
け
出
を
忘
れ
て
そ
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
減
額

さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
（
内
線
１

２
３
）
、
ま
た
は
太
田
年
金
事
務
所

（
緯
　
・
３
７
１
２
）
へ
。

４９

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
、
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ

て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
５
月
上
旬
に
自
動
車

税
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

□
納
期
限
　
５
月
　
日
　

３１

（木）

□
納
税
場
所
　
県
内
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
自
動
車
税
事
務
所
、

県
税
事
務
所
、
行
政
県
税
事
務

所
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

「
Ｐ
ａ
ｙ－

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
（
ペ
イ

ジ
ー
）
」
対
応
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
・
モ
バ
イ
ル
バ

ン
キ
ン
グ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

【
自
動
車
税
の
口
座
振
替
納
税
】

　
口
座
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
場

合
、
預
金
残
高
を
必
ず
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

□
引
き
落
と
し
日
　
５
月
　
日
　

３１

（木）

※
詳
細
は
、
５
月
に
送
付
さ
れ
る

納
税
通
知
書
、
ま
た
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.g

unm
a

.jp/

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
館
林
行
政
県
税
事
務
所
県

税
課
（
緯
　
・
４
４
６
１
）
、
ま
た

７２

は
県
自
動
車
税
事
務
所
（
緯
０
２

７
・
２
６
３
・
４
３
４
３
）
へ
。

【広告】 【広告】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局

群

馬

県

向

け

の

テ
レ
ビ
放

送

を
開

始

県
自
動
車
税
事
務
所

５

月

は

自
動
車
税
の
納
期
で
す

住
民
課

国
民
年
金
の
届
け
出
を

お

忘

れ

な

く

届　出　先届　出　事　項対　　象　　者

本人の勤務する事業所

を通して年金事務所へ

就職して厚生年金や共済組合に

加入した

・第１号被保険者（自営業や学生など）

・第３号被保険者（会社員や公務員など

に扶養されている配偶者）

配偶者の勤務する事業所

を通して年金事務所へ

退職・結婚・配偶者の就職・本人の収

入減などで扶養されるようになった

・第１号被保険者（自営業や学生など）

・第２号被保険者（会社員や公務員など）

本人が直接、住民課へ

本人の退職・第２号被保険者（会社員や公務員など）

本人の収入増・配偶者の退職・離婚

などにより、扶養でなくなった

・第３号被保険者（会社員や公務員など

に扶養されている配偶者）

■国民年金加入者の届け出が必要な事項

広 告広 告
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□
日
時
　
５
月
４
日
　
　
午
前
　

（金）

１０

時
～
午
後
２
時

□
場
所
　
県
立
森
林
公
園
「
お
う

ら
創
造
の
森
」（
邑
楽
町
中
野
３

９
２
４
の
１
）

【
苗
木
配
布
会
】

　
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、
ビ
ッ
ク
リ

グ
ミ
、
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
、

各
１
０
０
本
配
布
し
ま
す
。

□
時
間

・
午
前
　
時
～
（
先
着
３
０
０
人
）

１０

・
午
後
０
時
　
分
～
（
先
着
２
０

３０

０
人
）

□
対
象
　
緑
の
募
金
に
協
力
し
た

人

【
花
苗
の
配
布
】

　
ミ
ニ
ガ
ー
ベ
ラ
、
ミ
ニ
バ
ラ
、

カ
ラ
ン
コ
エ
、
ユ
リ
オ
プ
ス
デ
ー

ジ
ー
、
ラ
ン
タ
ナ
の
花
苗
を
、
各

　
本
配
布
し
ま
す
。

５０□
時
間

・
午
前
　
時
～
（
先
着
１
５
０
人
）

１０

・
午
後
０
時
　
分
～
（
先
着
１
０

３０

０
人
）

□
対
象
　
緑
の
募
金
に
協
力
し
た

人
※
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
小
雨

決
行
で
す
が
、
荒
天
時
に
は
、
一

部
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
緯

　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

【広告】 【広告】

※この一覧表は、住民基本台帳法第１１条第３項および第１１条の２第１２項の規定に基づき、

公表するものです。詳しくは、住民課（内線１２３）へ。

　町では、年１回、広報おおいずみと町ホームページに、住民基本台帳の一部の写しの閲覧

状況を掲載し、公表しています。

　今回は、平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの閲覧状況です。

公表します！　住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況

請求事由または利用目的閲覧に係る住民の範囲
閲覧申出者

閲覧年月日
代表者氏名名称

「元気な高齢者の活躍にかかる県民アンケート」

の対象者抽出のため
２０人

町内全域

５５～７４歳までの男女

代表取締役社長

井上光子

叙高崎共同

計算センター

平成２３年

８月２日

「国民生活に関する世論調査」の対象者抽出のため２８人
朝日二丁目

満２０歳以上の男女

会長

中田正博
鋤中央調査社

平成２３年

９月２７日

「男女間の暴力に関する県民意識調査」の対象者

抽出のため
３６人町内全域

代表理事

片亀　光

特定非営利活動法人

ＮＰＯぐんま

平成２３年

１０月６日

「第６回勤労生活に関する調査」の対象者抽出の

ため
２０人

坂田六丁目

満２０歳以上の男女

会長

中田正博
鋤中央調査社

平成２３年

１０月１８日

「消費生活に係る県民意識調査」の対象者抽出の

ため
６０人

富士二丁目、仙石一丁

目、大字古氷、北小泉一

丁目

満１８歳以上の男女

代表取締役

藤澤士朗

叙サーベイ

リサーチセンター

平成２３年

１１月１５日

「テレビ放送に関するアンケート」の対象者抽出

のため
２４人

朝日四丁目、朝日五丁目

１６歳以上の男女

代表取締役

藤澤士朗

叙サーベイ

リサーチセンター

平成２３年

１２月２０日

「県民買い物行動等実態調査」の対象者抽出のため８０人
町内全域

１８歳以上の男女

代表取締役

三谷徹男

叙群馬中央

総合研究所

平成２４年

１月２６日

「第９回生活と意識についての国際比較調査」の

対象者抽出のため
１５人

大字吉田

２０歳以上８９歳以下の男女

会長

中田正博
鋤中央調査社

平成２４年

２月１４日

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

み

ど

り

の

集

い

広 告広 告
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大
麻
や
け
し
に
は
、
精
神
障
害

を
起
こ
す
成
分
や
麻
薬
の
原
料
と

な
る
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め

に
、
法
律
に
よ
り
栽
培
が
規
制
・

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
最
近
、
大
学
生
を

始
め
と
す
る
若
年
者
に
よ
る
大
麻

取
締
法
違
反
の
事
例
が
多
く
報
道

さ
れ
て
お
り
、
不
正
に
大
麻
を
所

持
・
販
売
す
る
事
例
、
大
麻
の
種

子
か
ら
大
麻
を
不
正
に
栽
培
す
る

事
例
な
ど
が
、
依
然
と
し
て
跡
を

絶
た
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　
県
薬
物
乱
用
対
策
推
進
本
部
で

は
、
５
月
１
日
か
ら
７
月
　
日
ま

３１

で
、
不
正
栽
培
お
よ
び
自
生
す
る

大
麻
・
け
し
の
発
見
お
よ
び
除
去

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
広
く
一

般
県
民
に
対
し
て
大
麻
・
け
し
に

関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
を
目

的
と
し
た
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
大
麻
の
不
正
栽
培
は
、
大
麻
取

締
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
た
め
に
大
麻
の
種
子
を

保
持
し
た
り
、
提
供
し
た
り
す
る

こ
と
も
、
大
麻
取
締
法
の
処
罰
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
不
正
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
大
麻

や
、
疑
わ
し
い
け
し
を
発
見
し
た

と
き
は
、
最
寄
り
の
県
保
健
福
祉

事
務
所
、
ま
た
は
警
察
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
保
健
福
祉

事
務
所
で
は
「
大
麻
・
け
し
の
見

分
け
方
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
薬
務
課
（
緯
０

２
７
・
２
２
６
・
２
６
６
５
）
へ
。

　
県
で
は
、
取
引
・
証
明
に
使
用

さ
れ
る
計
量
器
（
は
か
り
）
の
定

期
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
定
期
検
査
は
、
計
量
法
に

基
づ
い
て
行
う
も
の
で
す
か
ら
、

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

□
日
時
　
５
月
　
日
　
・
　

日
　

１５

（火）

１７

（木）

午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田
２
４

６
５
）

□
対
象

・
商
店
、
工
場
な
ど
で
業
務
用
に

使
用
す
る
も
の

・
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
病

院
な
ど
で
体
重
測
定
用
に
使
用

す
る
も
の

・
病
院
、
薬
局
、
診
療
所
な
ど
で

薬
の
調
剤
用
に
使
用
す
る
も
の

・
農
家
、
農
協
な
ど
で
農
産
物
の

出
荷
用
に
使
用
す
る
も
の

・
そ
の
他
、
取
引
・
証
明
に
使
用

す
る
も
の

□
検
査
実
施
者
　
県
計
量
協
会

※
こ
の
検
査
に
は
手
数
料
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
計
量

検
定
所
（
緯
０
２
７
・
２
６
３
・
２

４
３
６
）
、
ま
た
は
県
計
量
協
会
（
緯

０
２
７
・
２
６
３
・
８
２
１
７
）
へ
。

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
後
６

１７

（木）

時
　
分
～

３０

□
場
所
　
文
化
む
ら
展
示
ホ
ー
ル

棟
１
階
研
修
室
（
朝
日
５
の
　２４

の
１
）

□
内
容
　
平
成
　

年
度
事
業
報

２３

告
、
平
成
　
年
度
事
業
計
画
に

２４

つ
い
て
な
ど

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
出
席
で
き

ま
す
（
大
泉
国
際
交
流
協
会
で

は
、
町
民
全
員
を
会
員
と
し
て

い
ま
す
）

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

国
際
協
働
課
（
内
線
２
１
２
）
、
ま

た
は
大
泉
国
際
交
流
協
会
（
多
文

化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
　
緯
　
・
６
０
６
６
）
へ
。

６２

□
日
時
　
毎
月
第
１
日
曜
日
　
午

前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
（
朝
日
４

の
７
の
１
）

□
内
容
　
子
ど
も
の
お
も
ち
ゃ
の

修
理
（
持
ち
込
み
は
１
人
２
点

ま
で
）

□
対
象
　
大
泉
町
・
邑
楽
町
・
千
代

田
町
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
の
人

□
費
用
　
無
料
（
た
だ
し
、
部
品
交

換
が
必
要
な
場
合
は
実
費
負
担
）

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

い
ず
み
の
杜
（
緯
　
・
０
０
３
５
）

２０

へ
。

　
ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、
酒
販
店
な
ど
の
お
酒
を

販
売
し
て
い
る
場
所
で
は
、
未
成

年
者
飲
酒
防
止
の
た
め
の
表
示
を

行
う
こ
と
な
ど
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
買
い

物
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
て
、
お

酒
の
陳
列
場
所
の
未
成
年
者
飲
酒

防
止
の
た
め
の
表
示
状
況
や
お
酒

の
販
売
価
格
な
ど
を
確
認
し
、
税

務
署
に
連
絡
し
て
い
た
だ
く
「
酒

類
販
売
管
理
協
力
員
」
を
募
集
し

ま
す
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w

w
.nta
.g
o.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
前
橋
税
務
署
酒
類
指

導
官
（
緯
０
２
７
・
２
２
４
・
４

４
９
８
）
へ
。

県
薬
務
課

県

不

正

大

麻

・

け

し

撲

滅

運

動

大
泉
国
際
交
流
協
会

大
泉
国
際
交
流
協
会
総
会

申し込み受付中！　
町
で
は
、
乳
が
ん
・
子
宮

（
頸
部
）
が
ん
の
早
期
発
見
を

す
る
た
め
に
、
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す
。

■
乳
が
ん
検
診

　
町
で
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
（
乳
房
エ
ッ
ク
ス
線
撮

影
）
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
視
触
診

２４

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
 甲
  状
 

こ
う
 じ
ょ
う

 腺
 の
所
見
が
あ
る
人
は
、
医

せ
ん療

機
関
で
経
過
を
み
て
く
だ

さ
い
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員
な
ど
　

広
報
お
お
い
ず
み
２
月
　２５

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

□
対
象
　
町
内
に
住
所
を
有

す
る
　
歳
以
上
の
女
性

４０

□
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
受
け

ら
れ
な
い
人

・
妊
娠
・
授
乳
中
・
産
後
２

年
以
内
の
人

・
豊
胸
手
術
を
受
け
た
人

乳がん検診

子宮 頸 がん検診
けい

県
計
量
検
定
所

特
定
計
量
器
定
期
検
査

前
橋
税
務
署
酒
類
指
導
官

酒
類
販
売
管
理
協
力
員

い
ず
み
の
杜

お

も

ち

ゃ

の

病

院
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大
泉
国
際
交
流
協
会
で
は
、
日

本
語
能
力
試
験
Ｎ
１
、
Ｎ
２
合
格

を
目
指
す
人
を
対
象
と
し
た
日
本

語
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
間
　
５
月
　
日
～
７
月
　
日

１２

２８

（
毎
週
土
曜
日
・
全
　
回
）

１２

□
時
間

・
Ｎ
１
受
験
コ
ー
ス
…
午
前
９
時

　
分
～
　
時
　
分

１５

１０

４５

・
Ｎ
２
受
験
コ
ー
ス
…
午
前
　１１

時
～
午
後
０
時
　
分
３０

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
会
議

室
（
吉
田
２
０
１
１
の
１
）

□
定
員
　
各
　
人
（
定
員
に
な
り

１０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
国
際
協
働
課
、
ま

た
は
大
泉
国
際
交
流
協
会
（
多

文
化
共
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
）
へ
直
接
、
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
１
０
０
０
円
（
　
歳
以

１９

下
は
無
料
。
な
お
、
テ
キ
ス
ト

を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
こ
の

ほ
か
に
テ
キ
ス
ト
代
１
０
０
０

円
が
必
要
で
す
）

※
詳
し
く
は
、
国
際
協
働
課
（
内

線
２
１
２
）
、
ま
た
は
大
泉
国
際
交

流
協
会
（
緯
　
・
６
０
６
６
）
へ
。

６２

□
期
間
　
５
月
　
日
　
～
　
日
　

２０

（日）

２５

（金）

□
場
所
　
太
田
市
浜
町
勤
労
会
館

２
階
大
会
議
室
（
太
田
市
浜
町

　
の
　
）

６６

４９

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
申
込
方
法
　
太
田
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
む

□
費
用
　
無
料

※
各
自
お
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
講
習
会
の
時
間
な
ど
詳
し

く
は
、
太
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
５

４６

８
１
１
）
へ
。

　
夏
を
涼
し
く
す
る
緑
の
カ
ー
テ

ン
に
適
し
て
い
る
植
物
の
種
類
や

た
ね
の
ま
き
方
、
肥
料
の
与
え
方

な
ど
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
、
基

本
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
　

２０

（日）

１０

時
～
正
午

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
テ
ー
マ
　
「
夏
を
涼
し
く
す
る

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
作
り
方
」

□
講
師
　
須
永
佳
幸
氏
（
営
農
指

導
員
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
時
　
５
月
７
日
　（月）

午
前
８
時
　
分
～

３０

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

東日本大震災

関連情報

【公共施設などの放射線量測定

結果】

　町では、町内公共施設などの

空間放射線量を測定していま

す。

　結果は、全ての箇所で国の基

準値内であり、子どもが集まる

場所を対象とした町独自の厳し

い基準である「地表面」で毎時

０．２３マイクロＳｖ以上の箇所

もありませんでした。

　今後も調査を継続し、結果は

随時広報おおいずみや町ホーム

ページにてお知らせします。

　町ホームページをご覧になれ

ない人には、環境課で測定結果

を配布していますので、ご利用

ください。

□測定日　３月６日～１４日

□測定場所　町内公共施設など

２９施設

※詳しくは、環境課（内線１３２）

へ。

【水道水の安全性】

　4月１８日に東部地域水道事務

所（千代田町）で県が行った測

定結果では、放射性物質は検出

されず、飲用に支障がないこと

が確認されています。

【被災者への支援（４月１６日現

在）】

□義援金総額　１,５６９万８,３０１円

□避難者受入件数　６世帯２２

人（長沼町営住宅）

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
使
用

し
て
い
る
人

・
乳
頭
よ
り
分
泌
物
が
あ
る

ま
た
は
し
こ
り
な
ど
自
覚

症
状
が
あ
る
人

・
脳
シ
ャ
ン
ト
を
し
て
い
る

人
■
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
町
で
は
、
子
宮
頸
部
の
細

胞
診
を
行
い
ま
す
。

□
対
象
　
町
内
に
住
所
を
有

す
る
　
歳
以
上
の
女
性

２０

【
集
団
検
診
】

□
日
時
・
場
所
・
定
員
な
ど
　

広
報
お
お
い
ず
み
２
月
　２５

日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
個
別
検
診
】

□
期
間
　
７
月
２
日
捷
～
平

成
　
年
１
月
　
日
昭

２５

３１

□
実
施
医
療
期
間
　
館
林

市
・
邑
楽
郡
内
の
指
定
医

療
機
関
（
詳
し
く
は
、
健

康
づ
く
り
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

■
共
通
事
項

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り

課
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む

□
費
用
　
各
１
０
０
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
・
町
県
民

税
非
課
税
世
帯
に
限
り
、

事
前
申
請
に
よ
り
検
診
費

用
の
自
己
負
担
金
を
免
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り

課
（
緯
　
・
２
１
２
１
）
へ
。

６２

大
泉
国
際
交
流
協
会

日

本

語

講

座

太
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

フ

ァ

ミ

サ

ポ

ま
か
せ
て
会
員
講
習
会

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

日

曜

緑

化

講

座

緑のカーテン
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□
場
所
　
１
階
第
１
会
議
室

〈
一
般
書
〉

『
愛
に
つ
い
て
』
白
石
　
玄
著
/

『
秋
田
さ
ん
の
卵
』
伊
藤
た
か
み
著

/
『
日
本
を
、
信
じ
る
』
瀬
戸
内

寂
聴
著
/
『
平
蔵
の
首
』
逢
坂
　

剛
著
/
『
百
鬼
夜
行
　
陽
』
京
極

夏
彦
著
/
『
長
嶋
少
年
』
ね
じ
め

正
一
著
/
『供
あ
の
日
の
そ
の
あ

と
僑
風
雲
録
』
林
　
真
理
子
著
/

『
お
れ
は
清
麿
』
山
本
兼
一
著
/

『
桜
舞
う
』
あ
さ
の
あ
つ
こ
著
/

『
明
日
は
遠
す
ぎ
て
』
チ
マ
マ
ン

ダ
・
ン
ゴ
ズ
ィ
・
ア
デ
ィ
ー
チ
ェ

著
/
『
季
節
の
お
出
か
け
＆
持
ち

よ
り
弁
当
』
藤
井
　
恵
著
/
『
花

贈
り
の
便
利
帖
』
本
多
る
み
著
/

『
ポ
リ
袋
漬
け
の
す
す
め
』
荻
野
恭

子
著
/
『
あ
た
り
ま
え
だ
け
ど
な

か
な
か
わ
か
ら
な
い
働
く
人
の

図書館の本やビデオを借りるためには

「図書利用券」が必要です。必ず持ってき

てくださいね。

■住所　大泉町中央３－１１－２１

■ホームページアドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/

■携帯アドレス

　http://www.library.oizumi.gunma.jp/i/
緯63・6399

上 映 予 定 作 品上 映 日

ドラえもん
～のび太と緑の巨人伝～

アバター

５月２０日掌
午前１０時～

午後１時３０分～

１階　視聴覚ホール

ビデオ上映会in 図書館

緯63・6399

図書館休館日

月末整理日松２８日・４月

捷７日・昇１日・５月

捷２１日・捷１４日

捷２８日

月末整理日昭３１日

捷１１日・捷４日・６月

【
読
み
聞
か
せ
会
】

◎
ど
ん
ぐ
り
の
会

□
日
時
　
毎
週
木
曜
日
（
第
５
週

を
の
ぞ
く
）
　
午
後
２
時
　
分
～

３０

◎
て
ん
と
う
虫
の
会
と
個
人
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

□
日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
２

時
～

◎
日
曜
日
の
読
み
聞
か
せ

・
大
泉
・
学
生
読
み
聞
か
せ
の
会

□
日
時
　
第
１
日
曜
日
　
午
後
２

時
～

・
か
た
つ
む
り
の
会
（
お
父
さ
ん

た
ち
の
読
み
聞
か
せ
会
）

□
日
時
　
第
３
・
５
日
曜
日
　
午

前
　
時
～

１１

※
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る
学
生

と
お
父
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
朗
読
の
会
】

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
後
２

１３

（日）

時
～

本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ

新
着

ル
ー
ル
』
前
川
孝
雄
著
/
『
茶
の

湯
人
物
誌
』
谷
端
昭
夫
著
/
『
書
　

文
字
　
ア
ジ
ア
』
吉
本
隆
明
著
/

『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
あ
る
科
学
哲

学
者
の
怒
り
』
ジ
ャ
ン
＝
ピ
エ
ー

ル
・
デ
ュ
ピ
ュ
イ
著
/
『
悲
か
ら

生
を
つ
む
ぐ
』
寺
島
英
弥
著

〈
児
童
書
〉

『
ひ
か
る
さ
く
ら
』
小
泉
る
み
子
絵

/
『
あ
た
し
っ
て
、
し
あ
わ
せ
！
』

ロ
ー
セ
・
ラ
ー
ゲ
ル
ク
ラ
ン
ツ
作

/
『
よ
う
ち
え
ん
が
ば
け
ま
す
よ
』

西
村
繁
男
絵
/
『
お
た
ん
じ
ょ
う

び
ね
、
ム
ー
ミ
ン
ト
ロ
ー
ル
』
ト
ー

ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
原
作
・
絵
/
『
あ

な
た
』
長
　
新
太
絵
/
『
バ
ー
テ
ィ

ミ
ア
ス
　
ソ
ロ
モ
ン
の
指
輪
３
』

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ト
ラ
ウ
ド
作
/

『
名
画
で
遊
ぶ
あ
そ
び
じ
ゅ
つ
！
』

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ド
・
ラ
ン
ビ
リ
ー

著
/
『
ね
え
、
委
員
長
』
市
川
拓

司
著
/
『
夕
焼
け
カ
プ
セ
ル
』
泉
　

啓
子
作
/
『
ロ
ス
、
き
み
を
送
る

旅
』
キ
ー
ス
・
グ
レ
イ
作
／
『
桜

守
の
は
な
し
』
佐
野
藤
右
衛
門
作

【日時・内容】

□５月３日昭

・午前１０時～　「トゥイー

ティー　ネコとネズミの

赤ずきん」

・午後１時３０分～　「ゼロ

の焦点」

□５月４日晶

・午前１０時～　「バッグス・

バニー　イタズラなウサ

ギ」

・午後１時３０分～　劇団四

季ミュージカル「人間に

なりたがった猫」

□５月５日松

・午前１０時～　「ファンタ

ジア（世界名作アニメ　

－THE FANTASTIC 

WORLD－）」

・午後１時３０分～　「どう

する？　大地震　その時

家族を守る３０の法則」

※希望者は、当日、直接図

書館へお越しください。

貸
し
出
し

ラ
ン
キ
ン
グ

BEST

５

・
第
１
位
…
　
回
４０

『
Ｚ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
』
／
キ
マ
グ

レ
ン

・
第
２
位
…
　
回
３５

『
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ
』
／
Ｊ
Ｕ
Ｊ
Ｕ

・
第
３
位
…
　
回
３４

『
懐
か
し
い
歌
声
喫
茶
』
／

ビ
リ
ー
・
バ
ン
バ
ン
ほ
か

・
第
４
位
…
　
回
３３

『a
y
a
k
a
's
H
isto
ry

 』
／

絢
香

・
第
５
位
…
　
回
３２

『
昭
和
の
大
ヒ
ッ
ト
大
全

集
』

■
Ｃ
Ｄ

（
平
成
　
年
４
月
１
日
～

２３

平
成
　
年
３
月
　
日
）

２４

１５

特別上映会

催
し
も
の
案
内

お
楽
し
み
盛
り
だ
く
さ
ん

ゴールデンウィーク
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児
童
館
の
行
事
で
、
対
象
に
記

載
の
な
い
も
の
は
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

〈
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
〉

　
み
ん
な
で
た
ね
を
う
え
て
み
ど

り
の
カ
ー
テ
ン
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
後
２

１０

（木）

時
　
分
～

３０

〈
あ
そ
び
の
広
場
・
み
ん
な
で
遊
ぼ
う
〉

　
児
童
館
で
遊
ぶ
の
は
楽
し
い
よ
概

追
い
か
け
た
り
追
い
か
け
ら
れ
た

り
概
　
こ
ん
ど
は
だ
れ
が
鬼
？

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
後
３

１６

（水）

時
～

※
詳
し
く
は
、
東
児
童
館
だ
よ
り

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
つ
く
っ
て
た
べ
よ
う
〉

　
児
童
館
で
、
お
い
し
い
も
の
を

つ
く
っ
て
た
べ
よ
う
！

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
後
２

１９

（土）

時
　
分
～

３０

〈
か
ら
だ
を
つ
か
っ
て
あ
そ
ぼ
う
〉

　
音
楽
に
あ
わ
せ
、
楽
し
く
お
も

い
っ
き
り
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
！

□
日
時
　
５
月
８
日
　
　
午
後
３

（火）

時
　
分
～

３０

□
内
容
　
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど

〈
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う
〉

　
紙
を
使
っ
て
フ
リ
ス
ビ
ー
を
作

り
ま
す
。

　
作
っ
た
あ
と
は
み
ん
な
で
楽
し

く
遊
び
ま
し
ょ
う
！

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
後
３

２２

（火）

時
　
分
～

３０

〈
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
〉

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
後
３

１０

（木）

時
　
分
～
４
時
　
分
（
雨
天
順

３０

３０

延
）

〈
　
周
年
記
念
・
こ
ど
も
フ
ェ
ス

３０
テ
ィ
バ
ル
〉

　
み
ん
な
で
思
い
き
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
後
１

２６

（土）

時
　
分
～
４
時
（
受
付
は
午
後

３０
１
時
～
）

□
内
容
　
百
瀬
和
紀
と
東
京
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
（
母
親
ク

ラ
ブ
共
催
）
、
わ
た
あ
め
・
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
ほ
か
お
楽
し
み
コ
ー

ナ
ー

※
お
楽
し
み
券
を
午
後
１
時
よ
り

先
着
２
０
０
人
に
配
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
北
児
童
館
だ
よ
り
５
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
朝
・
夜
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
教
室
〉

□
期
日
　
６
月
５
日
・
　

日
・
　

１２

１９

日
・
　

日
（
毎
回
火
曜
日
）

２６

□
時
間
・
内
容

・
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分
…

１０

３０

１１

３０

初
心
者
向
け
の
ヨ
ガ
と
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス

・
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分
…

３０

３０

初
心
者
向
け
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

と
筋
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

□
定
員
　
各
　
人
２５

□
受
講
料
　
各
１
６
０
０
円

〈
朝
・
夜
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
〉

□
期
日
　
６
月
６
日
・
　

日
・
　

１３

２０

日
・
　

日
（
毎
回
水
曜
日
）

２７

□
時
間

・
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

・
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

□
定
員
　
各
　
人
２０

□
受
講
料
　
各
２
０
０
０
円

〈
ア
ク
ア
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室
〉

□
日
時
　
６
月
１
日
・
８
日
・
　１５

日
・
　

日
・
　

日
（
毎
回
金
曜

２２

２９

日
）
　
午
前
　
時
　
分
～
　
時

１０

３０

１１

　
分
３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
２
５
０
０
円

〈
６
月
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
☆

ダ
イ
エ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆
〉

□
日
時
　
６
月
７
日
・
　

日
・
　

１４

２１

日
・
　

日
（
毎
回
木
曜
日
）
　
午

２８

前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
受
講
料
　
１
６
０
０
円
　

〈
い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
『
茶
道
で
お

作
法
』
〉

□
日
時
　
６
月
８
日
・
　

日
・
　

１５

２２

日
（
毎
回
金
曜
日
）
　
午
後
７

時
～
８
時
　
分
３０

□
定
員
　
　
人
１６

□
参
加
費
　
２
０
０
０
円
（
教
材

費
含
む
）

〈
素
敵
に
見
え
る
苔
玉
教
室
〉

□
日
時
　
６
月
９
日
　
　
午
前
　

（土）

１０

時
　
分
～
（
１
時
間
程
度
）

３０

□
定
員
　
　
人
２０

□
参
加
費
　
２
４
０
０
円
（
教
材

費
含
む
）

〈
草
花
の
キ
ッ
チ
ン
染
め
講
座
供
夏

色
麻
ス
ト
ー
ル
僑
教
室
〉

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
前
　

２１

（木）

１０

時
～
正
午

□
定
員
　
　
人
１６

□
参
加
費
　
１
７
０
０
円
（
教
材

費
含
む
）

※
各
教
室
の
申
し
込
み
は
、
５
月

９
日
　
　
午
前
９
時
　
分
か
ら
、

（水）

３０

朝
の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

教
室
、
朝
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
、

ア
ク
ア
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク
教
室
、
６

月
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
☆
ダ
イ

エ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
☆
、
草
花
の

キ
ッ
チ
ン
染
め
講
座
供
夏
色
麻
ス

ト
ー
ル
僑
。
午
後
６
時
か
ら
は
、
夜

の
ト
ラ
イ
！
　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教

室
、
夜
の
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
、

い
ま
さ
ら
聞
け
な
い
『
茶
道
で
お

作
法
』
、
素
敵
に
見
え
る
苔
玉
教
室

の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
受
講
料

を
添
え
て
、
い
ず
み
の
杜
へ
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

各
教
室
の
対
象
者
は
高
校
生
以
上

で
町
内
在
住
、
ま
た
は
在
勤
者
を

優
先
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
い
ず
み
の
杜
へ
。

   西
児
童
館

緯
　
・
４
６
８
９
   

６２

   東
児
童
館

緯
　
・
０
１
３
３
   

６２

   南
児
童
館

緯
　
・
１
７
２
１
   

６３

   北
児
童
館

緯
　
・
３
８
２
０
   

６３

緯20・0035

杜
の
教
室
案
内

集
・
学
・
遊

昇１日・５月

捷７日

捷１４日

捷２１日

捷２８日

いずみの杜

５月の休館日
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元
気
な
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、
次
々
に
登
場
し
ま
す

 久  保  田  秀  男 さん（２７区・６７歳）
く ぼ た ひで お

２７区親心会

「書道は書いた人

の魅力が出て、奥

が深いですね」と

話す久保田さん。

「
人
生
二
毛
作
！
」

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
た
め
に

　横町で生まれ育ち、子どもの頃は、二

毛作をしていた農家の両親を手伝い、田

植えや稲刈り、２月には麦踏みなどをし

ていました。高校を卒業すると、自動車

の関連部品をつくる会社に就職し、朝か

ら晩まで図面をひいていました。当時は

次から次へと仕事が舞い込み、忙しいな

がらも恵まれた時代だったと思います。

　好きな言葉は「人生二毛作」。会社のた

めに働いたときを終えて、これからは自

分のために時間を使いたいと思っていま

す。健康に気を付け、いろいろなところ

へ出かけたり、趣味の書道を楽しみたい

ですね。「我以外、皆我が師なり」の言葉

のように、周りの皆さんからご指導いた

だきながら、地域の皆さんと老人会活動

をがんばりたいと思っています。

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ジ
ョ
ー
カ
ー

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
Ｙ

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
Ｆ
ｕ

▼

P
・
Ｎ
　
糸
氏

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
Ｅ
Ｍ
Ａ

今
日
と
い
ふ
足
跡
残
し
春
め
き
ぬ

岩
瀬
徳
次
（
　
区
）

１１

草
花
を
押
し
出
す
力
春
の
土

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

春
立
つ
や
テ
レ
ビ
の
前
の
小
盆
栽

久
保
田
百
代
（
　
区
）

１５

故
郷
の
土
産
い
た
だ
く
花
の
句
座

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

耳
鳴
り
の
ふ
と
と
ぎ
れ
た
る
初
雲
雀

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

治
癒
力
に
望
み
架
け
た
り
春
月
夜

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

老
い
て
尚
土
に
親
し
み
薯
植
え
る

坂
本
タ
ツ
子
（
　
区
）

１７

白
酒
に
酔
う
て
一
ト
日
の
至
福
か
な

岩
瀬
サ
ク
子
（
　
区
）

１９

幸
運
も
不
運
も
隣
り
葱
坊
主

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

青
き
踏
む
昨
日
と
同
じ
影
連
れ
て

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

生
活
音
な
き
被
災
地
や
春
の
草

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

四
温
光
い
つ
し
か
忘
る
肩
の
凝
り

林
　
宣
子
（
１
区
）

引
き
売
り
は
友
の
 生
  業
 こ
ぶ
し
咲
く

な
り
 わ
い

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

寅
さ
ん
や
お
ば
ち
ゃ
ん
連
れ
て
夕
桜

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

春
寒
や
母
の
小
さ
き
掌
を
摩
る

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

冴
え
返
る
赤
城
山
裾
ま
で
白
し

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

断
舎
離
と
捨
て
ま
た
拾
う
春
シ
ョ
ー
ル

柿
沼
恵
美
子
（
　
区
）

２２

亡
き
父
母
に
先
ず
声
か
け
て
新
茶
か
な

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

紅
梅
の
匂
へ
る
今
朝
の
日
影
か
な

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

俳俳
　
　
　
句句
－

い
ず
み
俳
壇

－

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

▼

P
・
Ｎ
　
新
キ
ャ
プ
テ
ン
松
風
天
馬
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春
の
交
通
安
全
運
動
　

４月10日、町内のスーパー前で、春の交通

安全運動の一環として、大泉保育福祉専門

学校の学生によるビラ配りが行われまし

た。買い物に訪れたお客さん一人ひとりに

声をかけ、交通安全を呼びかけました。

　
さ
く
ら
ま
つ
り
　

４月１５日まで、桜の名所として知られる城

之内公園で「さくらまつり」が行われまし

た。見頃を迎えた桜を一目見ようと、連日、

城之内公園には町内外から多くの人が訪れ

ました。

　
シ
カ
ゴ
の
高
校
生
へ
感
謝
状
　

４月５日、大泉国際交流協会の招きにより、

町内へホームステイしているシカゴの高校

生たちが役場を訪れました。東日本大震災

に対し義援金を送った高校生たちへ町長か

ら感謝状が贈られました。

　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課

（緯６３・３１１１　内線２１５）

Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法
　
広
報
情
報
課
へ

直
接
、
ま
た
は
電
話
（
緯
　
・
６３

３
１
１
１
　
内
線
２
１
５
）
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
・
３
９
２
１
、
Ｅ

６３

メ
ー
ル
（kou
hou
@
tow
n.oiz

um
i.g
unm
a
.jp

）
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

ぶぶ
ら
り

ぶ
ら
り

【
タ
ワ
ー
と
桜
】

　
町
内
で
桜
の
名
所
と
い
う
と
、

真
っ
先
に
「
城
之
内
公
園
」
が
思

い
浮
か
ぶ
人
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
今
年
も
連
日
、
城

之
内
公
園
に
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず

多
く
の
人
が
花
見
に
訪
れ
て
い
ま

し
た
。

　
た
だ
、
町
内
の
桜
ス
ポ
ッ
ト
は

城
之
内
公
園
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
個
人
的
に
は
、
い
ず
み
の
杜

タ
ワ
ー
と
桜
が
一
度
に
見
ら
れ
る

御
正
作
公
園
も
き
れ
い
で
お
す
す

め
で
す
。

　
も
う
今
で
は
葉
桜
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
ま
た
来
年
、
桜

の
咲
く
季
節
が
楽
し
み
で
す
ね
。

銀
杏
は
ポ
ン
と
弾
け
て
翡
翠
か
な

川
野
撫
子
（
　
区
）

２８

芽
起
し
の
雨
や
イ
ワ
ヒ
バ
目
覚
め
た
る

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

仰
ぎ
見
る
木
々
の
芽
吹
き
や
父
偲
ぶ

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

春
光
や
柱
の
太
き
天
守
閣

大
関
延
子
（
太
田
市
）

大
利
根
の
空
舞
う
鳶
も
春
を
待
つ

服
部
隆
治
（
太
田
市
）

春
浅
し
一
羽
の
鷺
の
孤
愁
か
な

小
野
初
江
（
館
林
市
）
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この広報紙は、自然保護のため大豆油

インキを使用し作成しています。
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姿みみよりOIZUMI番組表
ＦＭラジオ放送

健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康づづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり課課課課課課課課課課健康づくり課　緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯６６６６６６６６６６２２２２２２２２２２６２・・・・・・・・・・２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２・２１２１１１１１１１１１１１姿保健カレンダー

電話で確認してから受診してください姿日曜・祝日当番医

表紙：４月９日、町内４つの小学校で

入学式が挙行されました。満開の桜の

下、真新しいランドセルを背に、４校

で合わせて３１７人の子どもたちが小学

生の仲間入りをしました。

受 付 時 間対　　 象　　 者会　 　 場種　 　 　 　 目曜日日

５月

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者保健福祉総合センター乳 幼 児 健 康 相 談
月７

〃希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談

午後１:００～２:００Ｈ２４.１.１～Ｈ２４.１.３１生〃Ｂ Ｃ Ｇ火８

〃Ｈ２２.１２.１～Ｈ２３.１.３１生〃ポ リ オ水９

〃Ｈ２３.２.１～Ｈ２３.３.３１生〃ポ リ オ木１０

〃Ｈ２３.４.１～Ｈ２３.５.３１生〃ポ リ オ金１１

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者〃乳 幼 児 健 康 相 談

月１４ 〃希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談

午後１:００～２:００Ｈ２３.６.１～Ｈ２３.７.３１生〃ポ リ オ

〃Ｈ２３.８.１～Ｈ２３.９.３０生〃ポ リ オ火１５

〃Ｈ２３.１０.１～Ｈ２３.１１.３０生〃ポ リ オ水１６

午後１:００～１:３０Ｈ２２.４.１～Ｈ２２.４.３０生〃２歳児歯科健康診査木１７

午後１:００～４:００妊婦およびその家族〃両 親 学 級金１８

午前９:３０～１１:００乳幼児とその保護者〃乳 幼 児 健 康 相 談
月２１

〃希　　望　　者〃成 人 健 康 相 談

午後１:００～１:３０Ｈ２４.１.１～Ｈ２４.１.３１生〃４か月児健康診査火２２

〃Ｈ２１.２.１～Ｈ２１.２.２８生〃３ 歳 児 健 康 診 査水２３

〃Ｈ２２.１０.２１～Ｈ２２.１１.２０生〃１歳６か月児健康診査木２４

〃Ｈ２３.１０.１～Ｈ２３.１０.３１生〃７か月児健康診査金２５

午前９:３０～午後２:００発達の遅れが心配される児とその保護者〃幼 児 相 談月２８

※特定健康診査、各種けんしんの日時・場所については、
　広報おおいずみ４月２５日号６・７ページをご覧ください。

歯　　科耳  鼻  科外　　科小児科を標榜している内科内科（館林市）内科（邑楽郡）月　日

館林邑楽
歯科保健医療
センター

館林７３・８８１８

　　　　　
岡田整形外科クリニック
館林７２・３１６３

菅沼医院
館林７２・９０９０

ハートクリニック
館林７１・８８１０

寺内医院
邑楽８８・１５１１

４月２９日掌

　　　　　
川島脳神経外科医院
館林７５・５５１１

真中医院
館林７２・１６３０

落合医院
館林７２・３１６０

三浦医院
大泉６２・２９１７

４月３０日捷

　　　　　
澤田皮膚外科
館林７０・７７０３

竹越医院
明和８４・３１３７

こやなぎ小児科医院
館林８０・２２２０

後藤内科医院
館林７２・０１３４

蜂谷病院
大泉６３・０８８８

５月３日昭

　　　　　
慶友整形外科病院
館林７２・６０００

田沼内科医院
邑楽８８・７５２２

安良岡医院
館林７２・０５７２

寺内医院
邑楽８８・１５１１

５月４日晶

　　　　　
館林医院

館林７４・２１１２
藤原医院

邑楽８８・７７９７
堀越医院

館林７３・４１５１
橋田内科クリニック
館林７２・０００１

黛泌尿器科内科医院
大泉６３・７８００

５月５日松

今村クリニック
邑楽７０・２２２１

最上胃腸科外科
館林７４・３７６３

増田医院
板倉８２・２２５５

横田医院
館林７２・０２５５

横田胃腸科内科
館林７２・４９７０

群馬アレルギー疾患呼吸器
内科病院　邑楽８８・５６７８

５月６日掌

　　　　　
小曽根整形外科
館林７２・７７０７

神尾内科医院
館林７５・１２８８

まりレディスクリニック
館林７６・７７７５

みづほクリニック
大泉２０・１１２２

５月１３日掌

板倉耳鼻咽喉科クリニック
板倉８０・４３３３

新橋病院
館林７５・３０１１

田沼内科医院
邑楽８８・７５２２

多々良診療所
館林７２・３０６０

黛泌尿器科内科医院
大泉６３・７８００

５月２０日掌

　　　　　
澤田皮膚外科
館林７０・７７０３

さくらクリニック
館林７２・３８５５

ごが内科楡クリニック
館林７３・７５８７

湯沢医院
大泉６２・２２０９

５月２７日掌

◆内科、外科の診療時間は午前９時～午後５時、耳鼻科の診療時間は午前９時～午後１時です。
◆館林邑楽歯科保健医療センターの診療時間は、午前９時～正午、午後１時～３時です。
◆小児科のみ、婦人科のみ診療する医療機関もありますので、事前に電話でご確認ください。
◆時間外、夜間などは、救急医療テレホンサービス（緯４５・７７９９）で受診できる病院などを紹介します。

　ＦＭラジオ76.7MHz５月（皐月）

昼12：50～13：00月～金曜日

町の新鮮な話題をご紹介！４月３０日捷・５月２日昌・４日晶

健康づくり課からのお知らせ

～歯と歯ぐきの検診～
１日昇・３日昭

町の新鮮な話題をご紹介！７日捷・９日昌・１１日晶

町公民館のお知らせ

～公民館情報～
８日昇・１０日昭

町の新鮮な話題をご紹介！１４日捷・１６日昌・１８日晶

図書館へ行こう！

～図書館あれこれ～
１５日昇・１７日昭

町の新鮮な話題をご紹介！２１日捷～２５日晶

町の新鮮な話題をご紹介！２８日捷～６月１日晶

※４月放送分から昼の放送のみとなりました。


